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NEWS
IWADE

【市民憲章】私たちは緑の山と紀の川の清流に育まれた岩出市の市民であることに誇りをもち
平和を重んじ豊かなまちをつくるためにこの憲章を定めます

申
告
は

  

お
済
み
で
す
か
？

申
告
と
納
税
は
期
限
内
に
！

　国税庁ウェブサイトの「確定申告書等作成コーナー」では、

画面の案内に従って金額等を入力すれば、所得税、消費税の

申告書や青色決算書などを作成できます。作成したデータ

は、印刷して書面により提出することができる他、「ｅ ‐ Ｔ

ａｘ（国税電子申告・納税システム）」を利用して提出する

こともできます。

　また、申告の手引きや申告書用紙等は、国税庁ウェブサイ

トからダウンロードできますので、ご活用ください。

国税庁ウェブサイトは、http://www.nta.go.jp　です。

　

期
限
間
近
に
は
、
申
告
会
場
は
大
変
混
雑
し
、

長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

所
得
の
確
定
申
告
書
は
、
で
き
る
だ
け
お
早
め

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
期
限
を
過
ぎ
た
り
、
納
付
が
遅
れ
た
り

し
ま
す
と
、
無
申
告
加
算
税
や
延
滞
税
な
ど
の

附
帯
税
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

粉
河
税
務
署
の
申
告
会
場

○
場
所

　

紀
の
川
市
商
工
会
館　
（
粉
河
駅
南
側
）

　

紀
の
川
市
粉
河
８
７
８
‐
２

○
開
設
期
間　

　

３
月
15
日
（
金
）
ま
で

　

土
・
日
は
開
設
し
て
い
ま
せ
ん
。

○
開
設
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

※
会
場
の
都
合
に
よ
り
、
な
る
べ
く
午
後
４

　

時
ご
ろ
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
ご
注
意

　

申
告
会
場
で
は
納
税
は
で
き
ま
せ
ん
。
金
融

機
関
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

申
告
会
場
へ
お
越
し
の
際
は
、
前
年
分
の
申

告
書
の
控
え
等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先　

　

粉
河
税
務
署　

個
人
課
税
第
一
部
門　

　

℡
73
‐
３
３
０
１
（
代
）

 

岩
出
市
役
所
の
相
談
会
場

○
場
所　

岩
出
市
役
所   

３
階　

第
６
会
議
室

○
開
設
期
間
（
土
日
は
開
設
し
て
い
ま
せ
ん
。）

　

・
税
理
士
や
粉
河
税
務
署
職
員
に
よ
る
確
定

　
　

申
告
・
出
張
相
談

　
　

３
月
８
日
（
金
）
ま
で

　

・
市
役
所
職
員
の
み
に
よ
る
申
告
相
談

　
　

３
月
15
日
（
金
）
ま
で

○
ご
注
意　

　

３
月
11
日
か
ら
15
日
ま
で
は
、
市
役
所
職
員

の
み
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

　

税
務
署
職
員
に
相
談
さ
れ
た
い
方
や
確
定
申

告
書
の
控
に
税
務
署
の
受
付
印
が
必
要
な
方

は
、
粉
河
税
務
署
の
申
告
会
場
へ
お
願
い
し
ま

す
。

○
開
設
時
間

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午　

午
後
１
時
～
４
時

　

時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
内
容

　

市
県
民
税
の
申
告

　

給
与
・
年
金
所
得

　

事
業
所
得
（
白
色
申
告
）

　

土
地
・
建
物
や
株
式
等
の
譲
渡
所
得
及
び
贈

与
税
の
相
談
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
粉
河

税
務
署
の
申
告
会
場
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先　

　

税
務
課
市
民
税
係　

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
４
１
～
１
４
４
）

パソコンで申告書が作成できます

NEWS
IWADE

粉
河
税
務
署
か
ら
振
替
納
税
の
利
用
に
つ
い
て

　

所
得
税
と
贈
与
税

     

３
月
15
日
（
金
）
ま
で

　
個
人
事
業
者
の
消
費
税

　
　
　
　

お
よ
び
地
方
消
費
税

  

４
月
１
日
（
月
）
ま
で



3　　広報いわで　2013・3

NEWS IWADE

【市民憲章】自然を大切にしきれいなまちをつくりましょう

　

大
会
当
日
、
交
通
規
制
を
行
い
ま

す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
地
図
の
黒
色
部

分
の
道
路
を
ご
利
用
さ
れ
る
方
お
よ
び

コ
ー
ス
周
辺
の
方
々
に
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ー
ス
周
辺
の
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
参
加
選
手
に
対
す
る

温
か
い
ご
声
援
も
併
せ
て
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

〔
※
交
通
規
制
に
つ
き
ま
し
て
は
、
競

技
進
行
の
状
況
に
よ
り
若
干
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。〕

交通規制〈平成２５年３月１０日 ( 日 ) 実施〉午前９時～午前１１時４０分予定

（注）交通規制解除につきましては、最終ランナー通過後、速やかに復旧し解除します。

「第７回岩出マラソン大会」開催に伴う交通規制のお知らせとお願い

家屋を滅失されたときは・・・

②登記がない場合①登記がある場合

法務局へ『滅失登記』
※滅失登記が遅れる場合は

　市役所へ『家屋滅失届』

市役所へ

　　『家屋滅失届』

家屋を取り壊したら・・・

右のいずれかの手続が必要です。

　家屋に対する固定資産税は、毎年１月１日現在の
状況に基づいて課税されます。年の途中で取り壊し
等された家屋につきましては、翌年度の課税内容に
影響がありますので、必ず手続をお願いします。

　

今
年
の
振
替
日
は
、

　
　

所
得
税　

４
月
22
日
（
月
）

　
　

消
費
税　

４
月
24
日
（
水
）　　

で
す
。

粉
河
税
務
署
か
ら
振
替
納
税
の
利
用
に
つ
い
て

　

申
告
書
の
提
出
後
に
、
税
務
署
か
ら
納
付

書
の
送
付
や
納
税
通
知
等
に
よ
る
納
税
の
お

知
ら
せ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
納
付
に
は
便
利
な

振
替
納
税
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

振
替
納
税
の
お
申
込
み
は
、「
預
貯
金
口

座
振
替
依
頼
書
兼
納
付
書
送
付
依
頼
書
」
を

３
月
15
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

粉
河
税
務
署

　

℡
73
‐
３
３
０
１
（
代
）

　

音
声
案
内
に
従
っ
て
電
話
機
を
操
作
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
転
居
等
に
よ
り
申
告
書
の
提
出
先

の
税
務
署
が
変
わ
っ
た
場
合
や
、
既
に
振
替

納
税
で
指
定
し
て
い
る
金
融
機
関
や
口
座
を

変
更
す
る
場
合
に
は
、
再
度
、
手
続
が
必
要

で
す
。

廃
車
手
続
な
ど
の

   　

申
告
を
忘
れ
ず
に
！

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
の
軽
自
動
車
等
の
所
有
者

（
使
用
者
）
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

使
用
不
能
、
譲
渡
、
盗
難
、
納
税
義
務
者
が

死
亡
、
住
所
変
更
等
、
申
告
し
た
事
項
に
異
動

が
あ
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
次
の
窓
口
で
手

続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

転
売
や
下
取
り
に
出
さ
れ
た
場
合
で
も
、
手

続
が
４
月
１
日
ま
で
に
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合

は
、
課
税
さ
れ
ま
す
。
軽
自
動
車
税
は
、
年
度

の
途
中
で
廃
車
等
さ
れ
た
場
合
で
も
、
税
金
の

還
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
場
合
は
手
続
を

○
原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
cc
以
下
）

　

岩
出
市
役
所
税
務
課
市
民
税
係　

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
４
１
～
１
４
４
）

○
１
２
５
cc
を
超
え
る
二
輪
車　

　

和
歌
山
運
輸
支
局　

　

℡
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
６
５

○
軽
自
動
車　

　

軽
自
動
車
検
査
協
会
和
歌
山
事
務
所　

　

℡
０
７
３
‐
４
３
３
‐
４
６
５
５
（
代
）

　

な
お
、
盗
難
に
遭
わ
れ
た
場
合
は
、
事
前
に

必
ず
警
察
署
に
届
け
出
た
う
え
で
手
続
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

窓　

口
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（10 時～ 16 時 乗降時）

バスカード

1,000 円

3,000 円

5,000 円

  1,000 円

　

お
花
見
の
期
間

中
は
、
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

昼
間

　

土
曜
日
、
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
に
限
り
、
大
阪
方
面
バ
ス
の
運
行
を
「
イ
オ
ン
モ
ー
ル

り
ん
く
う
泉
南
」、「
り
ん
く
う
往
来
南
３
番
（
り
ん
く
う
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
）」
お
よ
び
「
り

ん
く
う
タ
ウ
ン
駅
前
」
ま
で
延
長
し
ま
す
。

岩
出
市
巡
回
バ
ス

　

   「
東
巡
回
コ
ー
ス
」

   

ご
利
用
の
お
客
様
へ

【
岩
出
駅
発
】

　
「
砂
川
駅
前
」
お
よ
び
「
泉
南
市
役
所

前
」
バ
ス
停
か
ら
乗
車
さ
れ
た
方
は
、「
樽

井
駅
前
」
バ
ス
停
ま
で
し
か
乗
車
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、「
樽
井
駅
前
」
バ
ス
停
以

降
は
降
車
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

【
り
ん
く
う
タ
ウ
ン
駅
発
】

　
「
樽
井
駅
前
」
バ
ス
停
ま
で
は
乗
車
し

か
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、「
り
ん
く
う
タ

ウ
ン
駅
前
」、「
り
ん
く
う
往
来
南
３
番（
り

ん
く
う
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
）」
お
よ
び
「
イ

オ
ン
モ
ー
ル
り
ん
く
う
泉
南
」
バ
ス
停
か

ら
の
乗
車
さ
れ
た
方
は
、「
樽
井
駅
前
」、

「
泉
南
市
役
所
前
」、「
砂
川
駅
前
」
の
バ

ス
停
で
は
降
車
で
き
ま
せ
ん
。

　

３
月
下
旬
か
ら
４
月
中
旬
に
か
け
て
、
根
来
寺
の
お

花
見
の
交
通
渋
滞
の
影
響
で
東
巡
回
コ
ー
ス
の
運
行
の

遅
延
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
特
に
週
末
に
は
大
幅
な
運
行

の
遅
延
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
市
役
所
な
ど
に
お
い
て
、
ほ
か
の
コ
ー
ス
へ

の
乗
り
継
ぎ
は
困
難
と
な
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

・
和
歌
山
バ
ス
那
賀
㈱

　
　

℡
75-

２
１
５
１

　

・
岩
出
市
役
所
総
務
課

　
　

℡
62-

２
１
４
１
（
内
線
１
２
３
）

土
日
祝
は
直
接
「
イ
オ
ン
モ
ー
ル
り
ん
く
う
泉
南
」、

「
り
ん
く
う
タ
ウ
ン
」
に
！

大
阪
方
面
バ
ス
が
ま
す
ま
す
便
利
に

～
根
来
寺
の
お
花
見
シ
ー
ズ
ン
中
の

　
　
　
　
　

巡
回
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
～

大
阪
方
面
バ
ス
の

　
　

旅
客
扱
い
に
つ
い
て

　　　　　　　　　　　　　　　イオンモールりんくう泉南

　　　　　　　岩出駅　　⇔　　りんくう往来南３番（りんくうアウトレット）

　　　　　　　　　　　　　　　りんくうタウン駅前

　　　　　　　大人片道／５００円（岩出駅　⇔　樽井駅前と同額です）

運　

賃

○
問
い
合
わ
せ
先

　

・
和
歌
山
バ
ス
那
賀
㈱

　
　

℡
75-

２
１
５
１

　

・
岩
出
市
役
所
総
務
課

　
　

℡
62-

２
１
４
１　
（
内
線
１
２
３
）

1,100 円分

3,420 円分

5,750 円分

1,260 円分

利用可能額発売価格 利用可能額

便利でお得な

和歌山バス那賀・和歌山バスの路線が１日の乗り放題の

「１日フリー券」もございます大人 1,000 円（小児 500 円）

（一部コミュニティバス等利用できない路線があります）。
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2013・3　広報いわで　　6【市民憲章】教養を高め歴史と文化を愛する市民になりましょう【市民憲章】産業を育成し活力あふれるまちづくりに努めましょう

高
校
野
球
選
手
と
し
て
他
の
模
範
と

な
る
選
手
に
贈
ら
れ
、
那
賀
高
校
で

は
、
初
の
受
賞
で
す
。

　

昨
夏
の
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手

権
和
歌
山
大
会
、
那
賀
高
校
の
エ
ー

ス
投
手
と
し
て
、
全
試
合
１
人
で
投

げ
切
っ
た
福
井
選
手
。
決
勝
戦
で
は

延
長
14
回
惜
し
く
も
智
弁
和
歌
山
高

校
に
敗
れ
ま
し
た
が
、
球
場
で
、
テ

レ
ビ
の
前
で
、
声
援
を
送
っ
た
方
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ｑ
優
秀
選
手
に
選
ば
れ
た
感
想
は

　

那
賀
高
校
の
代
表
と
し
て
、
自
分

が
も
ら
っ
た
賞
。
仲
間
が
い
な
け
れ

ば
が
ん
ば
れ
な
か
っ
た
の
で
、
助
け

て
く
れ
た
仲
間
に
と
て
も
感
謝
し
て

い
ま
す
。

Ｑ
野
球
を
始
め
た
の
は

　

小
学
２
年
生
の
時
に
、
野
球
を
し

て
い
た
父
親
の
影
響
で
、「
岩
出
ホ
ー

ク
ス
」（
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）
に
入

り
ま
し
た
。
中
学
時
代
も
「
ボ
ー
イ

ズ
リ
ー
グ
和
歌
山
岩
出
」
で
硬
式
野

球
を
続
け
ま
し
た
。

Ｑ
ず
っ
と
ピ
ッ
チ
ャ
ー
で
す
か

　

小
、中
学
校
と
も
に
、ピ
ッ
チ
ャ
ー

で
し
た
。
高
校
で
は
、
１
年
の
秋
か

ら
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
な
れ
ま
し
た
が
、

始
め
は
３
番
ラ
イ
ト
、
２
年
の
夏
の

那
賀
高
校
硬
式
野
球
部

髙
津
監
督
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

県
立
那
賀
高
校
（
岩
出
市
高
塚
）

福
井
真
元
選
手
が
、
今
年
度
の
日
本

学
生
野
球
協
会
の
優
秀
選
手
に
選
ば

福
井  

真
元  

選
手

れ
、
１
月
21
日
、
和
歌
山
市
の
県
立

和
歌
山
商
業
高
校
で
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。
こ
の
賞
は
、
学
業
優
秀
で
、

大
会
で
は
、
７
番
フ
ァ
ー
ス
ト
で
し

た
。
４
番
ピ
ッ
チ
ャ
ー
に
な
っ
た
の

は
、
新
チ
ー
ム
に
な
っ
た
２
年
生
の

秋
か
ら
で
す
。
ピ
ッ
チ
ャ
ー
へ
の
思

い
は
ず
っ
と
あ
り
、
自
宅
で
も
ピ
ッ

チ
ン
グ
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。

Ｑ
昨
夏
の
和
歌
山
大
会
を
振
り
返
っ
て

　

し
ん
ど
か
っ
た
よ
り
も
、
ワ
ク
ワ

ク
し
て
、
楽
し
さ
、
幸
せ
の
方
が
大

き
か
っ
た
で
す
。

Ｑ
高
校
３
年
間
を
振
り
返
っ
て

　

先
輩
た
ち
が
勝
て
な
か
っ
た
県
立

和
歌
山
商
業
高
校
に
、
自
分
た
ち
の

チ
ー
ム
が
勝
っ
た
こ
と
が
一
番
の
思

い
出
で
す
。

Ｑ
卒
業
後
は

　

創
価
大
学
へ
進
学
し
、
２
月
か
ら

大
学
の
硬
式
野
球
部
の
練
習
に
参
加

し
ま
す
。
大
学
で
も
、
主
戦
選
手
に

な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
将
来
の
夢
は
、
プ
ロ

野
球
選
手
で
す
。

Ｑ
最
後
に
、
那
賀
高
校
の
後
輩
や
岩

出
市
で
が
ん
ば
る
小
中
学
生
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を

　

努
力
し
て
頑
張
っ
た
ら
結
果
は
出

る
と
思
う
の
で
、
何
か
１
つ
の
こ
と

に
熱
中
し
て
頑
張
っ
て
い
っ
て
く
だ

さ
い
。

　　

３
月
１
日
に
那
賀
高
校
を
卒
業
さ

れ
る
福
井
選
手
。
良
い
仲
間
、
良
い

日
本
学
生
野
球
協
会

優
秀
選
手
受
賞
お
め
で
と
う
！

（
岩
出
市
金
池
）

那
賀
高
等
学
校

■
卒
業
前
の
福
井
選
手
に
、
受

　
賞
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た

　

準
優
勝
し
た
チ
ー
ム
の
メ
ン

バ
ー
が
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
の
本

当
の
楽
し
さ
、
難
し
さ
を
分

か
っ
て
き
た
の
は
、
準
決
勝
ぐ

ら
い
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
決

勝
戦
は
、
み
ん
な
楽
し
ん
で
野

球
が
で
き
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
よ
く
や
っ
た
と
思

い
ま
す
。
福
井
選
手
が
那
賀
高

校
か
ら
の
４
人
目
の
プ
ロ
野
球

選
手
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
開
催
の
紀
の
国
わ
か
や

ま
国
体
、岩
出
市
で
は
、ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
ボ
ウ
リ
ン
グ

の
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

福
井
選
手
も
友
達
と
紀
の
川
ボ
ウ

ル
に
よ
く
行
っ
て
い
た
そ
う
で
、
ア

ベ
レ
ー
ジ
は
２
０
０
ぐ
ら
い
と
い
う

か
な
り
の
腕
前
で
す
。

指
導
者
に
め
ぐ
り
あ
え
、
ま
た
、
自

身
も
努
力
し
て
、
充
実
し
た
高
校
生

活
を
送
ら
れ
た
よ
う
で
し
た
。
今
後

の
活
躍
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

ど
り
ょ
く

が  

ん  

ば

け  

っ  

か

で

お
も

な
に

ね
っ
ち
ゅ
う

が  

ん  

ば

ふ  

く  

い

ま  

ゆ  

き

▲左端から左海野球部部長、山口校長、福井選手、髙津監督
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【市民憲章】産業を育成し活力あふれるまちづくりに努めましょう

　平成 2 ５年度に市民の方へのお知らせに使用する圧着はがきの裏面に広告を掲載する企業・団体を募集します。
詳細については、市ウェブサイト（最新情報）をご覧ください。

◆募集広告枠　1 枠　広告サイズは、縦 10㎝×横 9㎝　版の色は青１色
◆募集部数　　50,000 枚（各種健康診断等のお知らせに使用予定）
◆広告掲載料　100,000 円（消費税及び地方消費税を含む）
◆募集期間　　3 月 1 日（金）～ 3 月 1 ５日（金）

市が使用する圧着はがきの裏面に広告を掲載しませんか？

問い合わせ先　総務課情報推進室　℡ 0736-62-2141（内線 136）

　

い
わ
で
ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ
は
、

陸
上
競
技
活
動
を
通
じ
て
、
児
童
の

心
身
の
健
全
な
育
成
と
、
体
力
向
上

を
目
的
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

○
練
習
時
間
・
場
所　

毎
週
土
曜
日

の
午
前
９
時
か
ら
11
時
ま
で
中
央
小

学
校
ま
た
は
大
宮
緑
地
総
合
運
動
公

園
で
練
習
を
行
っ
て
お
り
、
岩
出
市

陸
上
競
技
協
会
の
方
々
や
学
校
関
係

者
、
市
教
育
委
員
会
職
員
が
連
携
し

て
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

○
入
会
資
格　

岩
出
市
在
住
の
小
学

生
（
３
年
生
以
上
）
で
、他
の
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
等
と
か
け
も
ち
で
活
動
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

第
１
回
目
の
練
習
は
中
央
小
学
校

で
４
月
20
日
か
ら
行
う
予
定
で
す
。

本
年
度
は
２
２
２
名
が
登
録
し
て
い

ま
す
。

　

登
録
を
希
望
す
る
場
合
、
傷
害
保

険
加
入
金
と
し
て
８
０
０
円
が
必
要

で
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先　

教
育
総
務
課

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
２
９
０
）

リ
レ
ー
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
の
朝
原
宣
治

選
手
と
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
４
×

１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
に
出
場
し
た
山
口

有
希
選
手
に
よ
る
特
別
講
習
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

段
と
違
う
こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ
た

の
で
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

は
そ
れ
を
活
か
し
て
速
く
走
れ
る
よ

う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
感

想
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
は
、
速
く
走
る
た
め
の

体
の
動
か
し
方
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
朝
原
選
手
、
山
口
選
手
が
実
際

に
手
本
を
見
せ
、
児
童
た
ち
は
そ
れ

を
真
似
し
て
、
全
身
を
使
っ
た
い
ろ

ん
な
動
物
の
動
き
（
熊
歩
き
、
ア
ヒ

ル
歩
き
、
か
え
る
跳
び
、
馬
走
り
等
）

や
高
く
飛
ぶ
ス
キ
ッ
プ
や
前
へ
進
む

ス
キ
ッ
プ
、
コ
ー
ン
を
使
っ
た
ス
ラ

ロ
ー
ム
走
（
コ
ー
ン
を
ジ
グ
ザ
グ
に

避
け
て
走
る
こ
と
）
等
の
練
習
を
行

い
ま
し
た
。

　

練
習
後
に
は
、
児
童
か
ら
朝
原
選

手
へ
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、「
足

が
速
く
な
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
？
」「
子
ど
も
の
頃
か
ら
走
る
練

習
を
し
て
い
た
の
？
」
と
い
う
児
童

の
質
問
に
対
し
て
、「
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
や
縄
跳
び
等
な
ん
で
も
い
い
か
ら

や
っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
物
を
食
べ

て
く
だ
さ
い
」、「
子
ど
も
の
頃
は
、

書
道
や
ピ
ア
ノ
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を

や
っ
て
い
た
の
で
、
走
る
練
習
は
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
朝
原
選
手

は
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
最
後
に
朝
原
選
手
か
ら
児
童

に
「
将
来
何
を
す
る
か
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
夢
を
持
っ
て
勉
強
や
ス

ポ
ー
ツ
を
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

　

講
習
会
に
参
加
し
た
児
童
ら
は
、

「
動
物
の
動
き
を
真
似
す
る
等
、
普

　

１
月
19
日
、
大
宮
緑
地
総
合
運
動

公
園
に
お
い
て
、
い
わ
で
ア
ス
リ
ー

ト
ク
ラ
ブ
に
所
属
す
る
児
童
１
３
１

名
（
小
学
３
～
６
年
）
を
対
象
に
、

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
４
×
１
０
０
ｍ

朝
原
選
手
と
走
っ
た
よ

平
成
25
年
度
い
わ
で
ア
ス
リ
ー

ト
ク
ラ
ブ
の
入
会
に
つ
い
て

▲朝原選手と一緒に走るいわでアスリートクラブの子ども達
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た
け
し

は
た
け
や
ま

　

畠
山　

武  

氏
（
根
来
）
か
ら
、「
二
人
挽
き
の
こ
ぎ
り
」（
１
点
）、「
教

材
」（
１
点
）、「
戦
争
資
料
」（
１
点
）、福
田　

一
亮  

氏
（
山
）
か
ら　
「
十

露
盤
」　
（
１
点
）
を
そ
れ
ぞ
れ
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

貴
重
な
民
具
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
事
に
対
し
、
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

民
具
資
料
の
寄
贈　

お
礼

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
大
会
」（
中
学
生
女

子
の
部
団
体
戦
）
で
優
勝
し
、
２
月

９
日
・
10
日
に
ド
イ
ツ
の
ハ
レ
市
で

行
わ
れ
る
「
第
20
回
ケ
ー
ニ
ヒ
杯

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
大
会
」
の
出
場
を
勝

ち
と
り
ま
し
た
。
１
月
28
日
に
岩
出

市
役
所
で
行
わ
れ
た
激
励
会
で
は
、

「
日
本
代
表
と
し
て
出
場
す
る
か
ら

に
は
、
後
悔
す
る
試
合
は
し
た
く
な

い
。
全
力
で
が
ん
ば
っ
て
き
た
い
。

優
勝
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

と
、
力
強
い
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
を
始
め
て
、
わ
ず

か
２
年
。
現
在
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、

カ
ゼ
ッ
ト
（
高
校
生
以
下
）
28
位
、

ジ
ュ
ニ
ア
（
20
歳
以
下
）
47
位
。
紀

の
国
わ
か
や
ま
国
体
が
開
催
さ
れ
る

平
成
27
年
に
は
、高
校
３
年
生
。フ
ェ

ン
シ
ン
グ
で
力
を
つ
け
、
国
体
の
最

有
力
候
補
と
な
っ
て
い
ま
す
。

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
国
際
大
会
に
出
場

び

ふ  

く  

だ

か
ず
あ
き

そ

岩
出
第
二
中
学
校
３
年

巾
下  

可
蓮
さ
ん

は
ば
し
た　

  

か  

れ  

ん

　

巾
下
可
蓮
さ
ん
は
、
中
学
１
年
生

の
時
、「
和
歌
山
県
ゴ
ー
ル
デ
ン
フ
ェ

ン
サ
ー
発
掘
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
」
に

合
格
し
、
和
北
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
で

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
の
練
習
を
始
め
、
監

督
の
指
導
の
も
と
力
を
つ
け
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
平
成
24
年
10
月
27

日
に
行
わ
れ
た
「
第
25
回
全
国
少
年

「
み
そ
づ
く
り
伝
承
塾
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

岩
出
市
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
主
催

に
よ
る
「
み
そ
づ
く
り
伝
承
塾
」
が

２
月
６
日
（
水
）
に
市
内
３
カ
所
の

会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

岩
出
市
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
の
会

員
と
参
加
者
が
交
流
し
な
が
ら
、
煮

豆
を
ミ
ン
チ
に
か
け
た
り
、
仕
込
ん

で
お
い
た
米
麹
と
混
ぜ
合
わ
せ
た
り

し
て
、
味
噌
づ
く
り
を
楽
し
み
ま
し

た
。
こ
の
日
に
仕
込
ん
だ
味
噌
を
各

家
庭
で
４
カ
月
程
度
熟
成
さ
せ
る
と

出
来
上
が
り
で
す
。

　

初
め
て
参
加
さ
れ
た
方
は
、「
今

ま
で
味
噌
づ
く
り
に
興
味
は
あ
っ
た

け
ど
、
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
日
は
す
ご
く
勉
強
に
な
っ
た

の
で
、
家
で
も
挑
戦
し
た
い
と
思
い

ま
す
。」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

岩
出
市
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
で

は
、
来
年
度
も
「
味
噌
づ
く
り
伝
承

塾
」
を
実
施
す
る
予
定
で
す
の
で
、

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

※
今
回
の
「
味
噌
づ
く
り
伝
承
塾
」

で
つ
く
っ
た
も
の
と
同
じ
味
噌
を
岩

出
市
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
加
工
部
の

加
工
販
売
所
「
愛
Ｓ
Ｕ
Ｎ
さ
ん
工

房
」
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
是
非
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

○
「
愛
Ｓ
Ｕ
Ｎ
さ
ん
工
房
」

　

営
業
日
：
毎
週
水
・
日
曜
日

　

営
業
時
間
：
午
前
10
時
～
商
品
が

　
　
　
　
　

   

な
く
な
る
ま
で

　

住
所
：
岩
出
市
山
６
１
４
番
地

　

℡
：
０
７
３
６
‐
67
‐
７
７
１
１

ろ 

ば 

ん

▲市長に抱負を語る巾下 選手
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　１月 27 日執行の岩出市議会議員

一般選挙は、市内 19 ヶ所の投票所

にて一斉に投票が行われ、午後９時

からは、市民総合体育館にて即日開

票を行い、結果は次のとおりとなり

ました。

平成 25 年 1 月 27 日執行

岩出市議会議員
    一般選挙の

    結果

当 日 有 権 者 数 40,860 人
投　票　総　数 19,607 票
有  効  投  票  数 19,355 票
無  効  投  票  数 　 252 票
欠　　票　　数           0 票
投　　票　　率 47.99％

                                                           　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（届出順）

得票数 候補者氏名 年齢 職　　　業 党　　派
当 　850 にしの　豊 57 無職 無所属

当 1,025 市来　りえ 41 主婦 日本共産党

　323 いけだ　清吾 34 会社役員 無所属

当 1,023 増田　こうじ 56 政党役員 日本共産党

当 　987 福山　はるみ 61 岩出市議会議員 無所属

当 1,180 吉本　かんよう 54 団体役員 無所属

当 1,374 たばた　昭二 60 岩出市議会議員 公明党

　536 とき　健二 61 会社員 無所属

当 1,264 玉田　たかのり 47 自営業 公明党

当 　977 山本　重信 68 岩出市議会議員 無所属

　743 中村　文二 56 団体職員 無所属

当 　979 松下　はじむ 64 自営業 無所属

当 1,048 田中　ひろゆき 52 岩出市議会議員 無所属

当 1,100 上野　こうし 61 建築設計 無所属

当 1,365 宮本　かなよ 65 団体役員 公明党

当 1,406 井神　よしひさ 58 自営業 無所属

当 1,380 うめだ　哲也 60 団体職員 無所属

当 1,013 おわ　弘一 65 行政書士 無所属

当 　782 みす　慎太郎 45 岩出市議会議員 無所属

岩出市議会議員一般選挙における各投票所の投票結果（単位：人．％）※下段は投票率

投票所名
当日有権者数 投票者数

投票所名
当日有権者数 投票者数

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

第１投票所
1,206 1,388 2,594 

　527    585 1,112 第１２投票所
1,435   1,590   3,025 

　707     829  1,536 

岩出地区公民館 43.70 42.15 42.87 紀泉台地区公民館 49.27  52.14  50.78 

第２投票所
1,311 1,403 2,714 

   446    453    899 第１３投票所
1,623   1,787   3,410 

   637     732  1,369 

山崎地区公民館 34.02 32.29 33.12 上岩出地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 39.25  40.96  40.15 

第３投票所
　  21 　 32 　 53 

　 16 　 24 　 40 第１４投票所
1,032   1,115   2,147 

   319     322     641 

境谷集会所 76.19 75.00 75.47 岡田集会所 30.91  28.88  29.86 

第４投票所
1,337 1,482 2,819 

   517    576 1,093 第１５投票所
1,509   1,612   3,121 

   512     574  1,086 

根来地区公民館 38.67 38.87 38.77 岩出市総合保健福祉ｾﾝﾀｰ 33.93   35.61  34.80 

第５投票所
　　8 　 13 　 21 

　　7 　 11 　  18 第１６投票所
1,070   1,205   2,275 

   316      367     683 

押川集会所 87.50 84.62 85.71 皆楽園 29.53   30.46  30.02 

第６投票所
1,740 1,892 3,632 

   733    820 1,553 第１７投票所
    771     812   1,583 

   219      232     451 

上岩出地区公民館 42.13 43.34 42.76 中島会館 28.40   28.57  28.49 

第７投票所
  365   427   792 

　137    131    268 第１８投票所
  1,288   1,425   2,713 

   451      523     974 

船山地区公民館 37.53 30.68 33.84 サンホール 35.02   36.70   35.90 

第８投票所
  817   940 1,757 

   298    334    632 第１９投票所
  1,341   1,401   2,742 

   476      502      978 

鴨沼集会所 36.47 35.53 35.97 桜台地区公民館 35.50   35.83   35.67 

第９投票所
  755   788 1,543 

   317    335    652 7,256   8,025 15,281 

山宮の浦自治会集会所 41.99 42.51 42.26 37.17   37.61   37.40 

第１０投票所
  607   654 1,261 

   198    206    404 1,749   2,485   4,234 

岩出市中央公民館 32.62 31.50 32.04   8.96   11.64   10.36 

第１１投票所
1,284 1,374 2,658 

   423    469    892 
 

　 35 　    57        92 

岩出市民総合体育館 32.94 34.13 33.56   0.18      0.27     0.23 

合　　計 19,520 21,340 40,860 
9,040 10,567 19,607 

46.31   49.52   47.99 

当日投票者数

期日前投票者数

不在者投票者数
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NEWS IWADE

○平成 24 年度卒業式
　小学校　３月 19 日（火）   午前９時から

　中学校　３月  ８日（金）　午前９時 30 分から

○平成 25 年度入学式
　小学校　４月　９日（火）  午前９時 30 分から

　中学校　４月    ９日（火）午後１時 30 分から

　平成 25 年度に小学校へ入学される児童の皆さ

んは、平成 18 年４月２日から平成 19 年４月１

日までに生まれた方です。

　小・中学校へ入学される児童・生徒の保護者の

皆様には、就学・入学通知書を発送させていただ

いておりますが、万一、通知書の届いていない方

は、下記の問い合わせ先までご連絡ください。

○問い合わせ先　教育総務課学校教育係

　℡ 62-2141（内線 276）

小・ 中 学 校 卒 業 式
入学式のご案内

保護者のみなさんにお願いします。子どもを事故や事件から守るための入学準備

ひ と け

　経済的理由によりお子さまの小・中学校への就学がお困り
の保護者の方に、学用品購入費等の必要な費用の一部を援助
します。
○次のいずれかに該当し、就学援助を希望される保護者の方

　は、申請書等を学校へ提出してください。ただし、同居の

　方の所得状況により援助が受けられない場合があります。

　・児童扶養手当を受給している方

　・障害者、寡婦（特別の寡婦）寡父のいずれかで、前年の

　　合計所得金額１２５万円以内の方

　・国民年金保険料を減免されている方

　・平成 24 年度以降に生活保護を停止または廃止された方

　・災害等により市民税・個人事業税・固定資産税のいずれ

　　かを減免された方

　・岩出市国民健康保険税減免に関する規則により減免され

　　た方

○詳しくは、各小・中学校または教育総務課学校教育係へ

　℡ 62-2141（内線 275）

平成 25 年度小・中学校就学援助制度

子どもと一緒に通学路の点検を！
　お子様と一緒に通学路を歩き、お子様の目線で安全

確認箇所を具体的に指導してください。

点検ポイント
・道順や歩行場所を確かめる。

・見通しの悪い場所と安全確認方法を指導する。

　　子どもの目線は低いです。遠くの車も見るように

　指導しましょう。

　　「止まる」「見る」「待つ」を徹底させましょう。

・信号の意味や利用方法を指導する。

　　自ら模範行動をとり、良いお手本を見せましょう。

自転車乗車の注意点！
指導ポイント
・乗車の練習は、車の来ない公園などで行いましょう。

・自転車乗車時は、必ずヘルメットを着用させましょ

  う。

・駐輪する場所や、駐輪時の鍵かけを指導しましょう。

保　護　者　の　皆　様　へ

水の事故・火災等から守るための注意点！
指導ポイント
・子どもだけで水遊びや火遊びをさせないでください。

・自宅周辺の水のある場所、特に「危険」「立入禁止」の

  看板がある場所に近づかないように指導しましょう。

・遊ぶ際の注意点や、マナーを教えながら遊びましょう。

不審者から身を守る注意点！
指導ポイント
・知らない人にはついて行かない。

・できるだけ複数人で行動する。

・人気のない場所での遊びをしない。

　
　　地域全体で子どもを事故・
　　事件から守りましょう。

○問い合わせ先
　岩出警察署　℡ 63-0110（代）
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生活環境課 からのお知らせ
【問い合わせ先】　生活環境課　TEL.62-2141（代）
　　　　　　　　　　　　　　内線185・186
　　　　　　　　クリーンセンター
　　　　　　　　　　　　　　TEL.62-0814

ご
み
の
分
別
と
資
源
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

○
可
燃
ご
み
袋
の
販
売
価
格

ご
み
有
料
化
の
仕
組
み

20
ℓ
袋
（
10
枚
入
り
）    

２
０
０
円

30
ℓ
袋
（
10
枚
入
り
）     

３
０
０
円

45
ℓ
袋
（
10
枚
入
り
）     

４
５
０
円

　

岩
出
市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
の
推
進
、
負
担
の
公
平
化
を
図
る
た
め
、「
ご
み
有
料
化
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
１
回
、
岩
出
市
よ
り
各
世
帯
の
人

数
に
応
じ
た
ご
み
袋
の
無
料
配
布
が
あ

り
、
そ
れ
を
使
い
切
っ
て
い
た
だ
い
た
後

は
、
個
々
に
購
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

福
祉
加
算
の
無
料
配
布
枚
数

対　　象　　者 20ℓ袋 30ℓ袋 45ℓ袋

①身体障害者手帳（１級または２
　級）の交付を受けている方で、
　おむつを使用している方

20 枚 14 枚 10 枚

②要介護４または５の認定を受け
　ている方で、おむつを使用して
　いる方

20 枚 14 枚 10 枚

③常時おむつを使用している方
　（上記①②以外の対象の方）

20 枚 14 枚 10 枚

（
該
当
者
１
人
当
た
り
の
３
月
申
請
分
の

配
布
枚
数
）

　

右
の
該
当
者
に
は
各
世
帯
の
人
数
に
応

じ
た
無
料
配
布
枚
数
に
加
え
て
ご
み
袋
を

無
料
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
人
ま
た
は
家
族
等
に
よ
り
申
請
を
い

た
だ
い
た
上
で
、
生
活
環
境
課
窓
口
で
ご

み
袋
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

福  

祉  

加  

算  

配  

布

平
成
25
年
７
月
か
ら
平
成
26
年
６
月
ま
で

の
１
年
間
の
無
料
交
付
分
の
申
請
は
、

平
成
25
年
６
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。

　

福
祉
加
算
の
ご
み
袋
は
、
配
布
の
際
に

20
ℓ
袋
・
30
ℓ
袋
・
45
ℓ
袋
の
中
か
ら
ど

れ
か
１
種
類
を
選
択
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
た
だ
し
、
申
請
は
年
１
回
で
す
。

平
成
24
年
６
月
以
降
す
で
に
申
請
さ
れ
た

方
は
、
対
象
外
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

○
申
請
必
要
書
類

①
の
該
当
者

　

直
近
の
お
む
つ
の
領
収
書

　

追
加
で
配
布
を
必
要
と
す
る
方
の
印
鑑

　

身
体
障
害
者
手
帳

②
の
該
当
者

　

直
近
の
お
む
つ
の
領
収
書

　

追
加
で
配
布
を
必
要
と
す
る
方
の
印
鑑

　

要
介
護
認
定
通
知
書
ま
た
は
介
護
保
険

　

証
③
の
該
当
者

　

直
近
の
お
む
つ
の
領
収
書

　

追
加
で
配
布
を
必
要
と
す
る
方
の
印
鑑

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し

て
く
だ
さ
る
団
体
に
ご
み

袋
の
配
布
を
し
て
い
ま

す
！

　

岩
出
市
内
の
道
路
、
河
川
、
公

園
等
の
公
共
区
域
に
お
い
て
清
掃

を
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
に
は
、
市
役
所
に
て
事
前

に
申
請
を
い
た
だ
い
た
上
で
、
清

掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
用
（
黄
色
）
の

ご
み
袋
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
清
掃
後
に
余
っ
た
ご
み
袋

は
返
却
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
団
体

　

区
・
自
治
会
、

　

子
ど
も
会
、

　

老
人
会
、

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
、

　

そ
の
他
営
利
を

　

目
的
と
し
な
い

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
。

○
申
請
受
付　

   

　

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

次
の
無
料
配
布
引
換
券
は
、

平
成
25
年
５
月
中
に
発
送
す
る

予
定
で
す
。

　

た
だ
し
、
人
数
算
定
等
は
、
４
月
１
日

を
基
準
と
し
ま
す
。
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家
庭
か
ら
発
生
す
る
古
紙
等
を
集
団
資
源

回
収
す
る
団
体
に
対
し
て
、
そ
の
回
収
量
に

応
じ
て
奨
励
金
を
交
付
さ
せ
て
い
た
だ
く
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

集
団
資
源
回
収
と
は
、
新
聞
、
雑
誌
、
段

ボ
ー
ル
等
の
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
資
源
物

を
、
自
治
会
や
子
ど
も
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
が

自
主
的
に
回
収
し
、
資
源
回
収
業
者
に
引
き

渡
す
活
動
で
す
。

○
対
象
品
目

　

新
聞
、
雑
誌
、
チ
ラ
シ
、
段
ボ
ー
ル
、
紙

　

パ
ッ
ク
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
衣
類
、
ア
ル

　

ミ
缶
、
ス
チ
ー
ル
缶
、
ビ
ン
類
。

　
（
た
だ
し
、
岩
出
市
内
の
家
庭
か
ら
排
出

　

さ
れ
た
も
の
に
限
る
）

○
交
付
の
対
象
と
な
る
団
体

　

区
・
自
治
会
、
子
ど
も
会
、
老
人
会
、
Ｐ

　

Ｔ
Ａ
、
そ
の
他
営
利
を
目
的
と
し
な
い
ボ

　

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
。

○
奨
励
金
の
額　

　

資
源
物
の
回
収
量
１
㎏
当
た
り
４
円

○
奨
励
金
の
交
付
を
受
け
る
に
は

　

事
前
に
団
体
登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

　

で
、
市
役
所
に
て
申
請
書
を
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。

○
団
体
登
録
受
付　

　

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

○
補
助
対
象
者

　

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、
居
住
し

　
　

て
い
る
方
（
法
人
等
事
業
所
は
除
く
）

　

②
市
内
に
店
舗
を
有
す
る
販
売
店
か
ら
処

　
　

理
機
を
購
入
す
る
方

　

③
３
月
31
日
ま
で
の
期
間
に
処
理
機
を
購

　
　

入
し
、
自
己
の
住
居
に
設
置
で
き
る
方

　

④
周
辺
の
人
に
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
よ
う

　
　

常
に
良
好
な
状
態
で
維
持
管
理
で
き
る

　
　

方

　

⑤
堆
肥
と
し
て
利
用
す
る
な
ど
適
切
に
処

　
　

理
し
、
生
ご
み
を
減
量
化
で
き
る
方

　

⑥
市
税
の
滞
納
が
な
い
方

　

⑦
過
去
５
年
間
に
電
動
式
生
ご
み
処
理
機

　
　

の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方

○
受
付
期
間　

３
月
31
日
ま
で
の
随
時
。

　

た
だ
し
、
補
助
予
定
額
に
達
し
た
場
合

は
、
そ
の
時
点
で
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

○
申
込
方
法

　

申
請
書
は
、
生
活
環
境
課
窓
口
ま
た
は
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。
申
込

方
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
生
活
環
境
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
補
助
金
額
等

　

１
世
帯
当
た
り
１
台
と
し
、
購
入
金
額
の

２
分
の
１
の
額
を
補
助
。
た
だ
し
、
補
助
限

度
額
は
３
０
，
０
０
０
円
と
し
ま
す
。

▼平成 24 年度補助金額等

品　名 購入
価格

補助
金額

自己
負担金

生ごみ処理容器（Ａ）120ℓ

　　　直径 65cm ×

　　　高さ 69.2cm

7,875 円 5,250 円 2,625 円

生ごみ処理容器（Ｂ）20ℓ

　　　直径 30.5cm ×

　　　高さ 42.5cm

4,169 円 2,779 円 1,390 円

○
補
助
対
象
者

　

①
市
内
に
居
住
す
る
方
（
法
人
等
事
業
所

　
　

は
除
く
）

　

②
堆
肥
化
し
た
物
に
つ
い
て
は
、
自
己
処

　
　

理
で
き
る
方

補
助
率　

２
／
３

補
助
率　
　
　

１
／
２

補
助
上
限
額　

３
万
円

Ａタイプ Ｂタイプ（２個で１セット）

電
動
式
生
ご
み
処
理
機

生
ご
み
処
理
容
器

集
団
資
源
回
収
活
動
を

始
め
ま
せ
ん
か
？

電
動
式
生
ご
み
処
理
機
・
生
ご
み
処
理
容
器

　
　
　
　
　
　
　

購
入
補
助
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

○
受
付
期
間　

３
月
31
日
ま
で
の
随
時
。

　

た
だ
し
、
補
助
予
定
額
に
達
し
た
場
合

は
、
そ
の
時
点
で
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

○
申
込
方
法

　

購
入
を
ご
希
望
の
方
は
、
印
鑑
を
ご
持
参

の
上
、
生
活
環
境
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。
な
お
、
電
話
で
の
お
申
し
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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集   合   注   射   日   程

4 月８日（月）
山崎地区公民館   9：30 ～ 10：40
鴨沼団地集会所 11：00 ～ 12：00

紀泉台地区公民館 13：30 ～ 15：00

4 月９日（火）
根来地区公民館   9：30 ～ 10：40

東児童公園（西国分） 11：00 ～ 12：00
上岩出地区公民館 13：30 ～ 15：00

4 月 10 日（水）
岩出市民総合体育館   9：30 ～ 10：40

船山地区公民館 11：00 ～ 12：00
岩出地区公民館 13：30 ～ 15：00

　

生
後
91
日
以
降
の
全
て
の
犬
は
、
必

ず
畜
犬
登
録
が
必
要
で
す
。

　

登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
こ
の
機

会
に
登
録
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
併

せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

新
規
畜
犬
登
録

畜
犬
登
録
・
狂
犬
病
予
防
接
種
手
数
料

冬
の
節
電
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

　

市
民
の
皆
様
に
は
今
冬
も
節
電
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

引
き
続
き
次
の
節
電
の
取
り
組
み
例
を
参
考

に
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
、
節
電
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

３
月
29
日
（
金
）
ま
で
の
平
日　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

節
電
を
お
願
い
す
る
期
間
・
時
間
帯

※
健
康
に
影
響
の
な
い
範
囲
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

家庭における節電節電の取り組み例

暖
房

暖
房
を
使
う
時
は
、
カ
ー
テ
ン
や
ブ
ラ
イ

ン
ド
を
閉
め
て
外
気
を
入
れ
な
い
よ
う
に

し
た
り
、
ド
ア
や
ふ
す
ま
を
閉
め
て
暖
房

範
囲
を
小
さ
く
す
る

設
定
温
度
を
控
え
め
に
し
、
こ
た
つ
や
電
気

カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど
の
部
分
暖
房
を
活
用
し
た

り
、
重
ね
着
を
し
て
膝
か
け
な
ど
を
利
用
す

る暖
房
は
外
出
30
分
前
に
消
す

照
明

昼
間
は
照
明
を
控
え
る

テ
レ
ビ

つ
け
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い

炊
飯
ジ
ャ
ー
保
温
を
や
め
て
、
炊
い
た
後
は
す
ぐ
に
保

存
す
る

お
湯

使
う
時
は
出
し
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い

お
風
呂

続
け
て
入
り
追
い
炊
き
を
避
け
る

  

保
温
便
座

保
温
便
座
の
温
度
設
定
を
下
げ
、
使
わ
な

い
時
は
便
座
の
ふ
た
を
閉
め
る

地球温暖化対策

シリーズ　58 回目

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

　

平
成
25
年
度
狂
犬
病
予
防
注
射
の
集

合
注
射
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

（
集
合
注
射
日
程
で
都
合
の
悪
い
場
合

は
、
付
近
の
動
物
病
院
で
も
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。）

　

世
界
中
で
発
生
し
て
い
る
狂
犬
病
の
国
内
で
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、
狂
犬
病

予
防
注
射
は
、
毎
年
１
回
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ご
み
の
不
法
投
棄
禁
止
！

　

ご
み
を
河
川
、
堤
防
、
道
路
な
ど
に
捨

て
た
場
合
に
は
、
廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び

清
掃
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
処
罰
さ
れ
ま

す
。

　

ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
は
、
環
境
汚
染

を
招
く
な
ど
多
く
の
皆
様
に
多
大
な
迷
惑

と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
う
し
た
社
会
の

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
に
反
す
る
行
為
は
や
め

ま
し
ょ
う
！

　

ご
み
を
出
す
と
き
は
、
き
ち
ん
と
分
別

し
、
不
適
切
な
ご
み
が
混
ざ
っ
て
い
な
い

か
確
か
め
、
市
の
指
定
袋
に
入
れ
、
収
集

日
に
決
め
ら
れ
た
集
積
場
所
に
出
し
ま

し
ょ
う
。

 狂犬病予防注射手数料  ２，５７０円

 注射済票発行手数料  　  ５５０円

 犬の新規登録手数料  ３，０００円

 合計（犬１頭につき）  ６，１２０円

※ただし、狂犬病予防注射のみの

　場合は３，１２０円
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第
４
弾
は
、
生
ご
み
を
処
分
す
る
と
き
の

工
夫
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

○
生
ご
み
の
水
分
を
減
ら
す
。

　

水
切
り
グ
ッ
ズ
な
ど
を
使
っ
て
し
っ
か
り

水
分
を
絞
っ
た
り
、
一
晩
乾
燥
さ
せ
て
か
ら

捨
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
焼
却
施
設
へ
の
負

担
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
生
ご
み
を
堆
肥
化
す
る
。

　

岩
出
市
で
は
、
生
ご
み
処
理
容
器
の
補
助

金
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。（
12
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

岩
出
市
で
は
、「
ご
み
の
な
い
ま
ち　

き

れ
い
な
ま
ち　

美
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」

実
現
の
た
め
、
各
種
団
体
等
で
自
主
的
に
清

掃
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
「
岩
出
市
生
活
環
境
連
絡
協

議
会
」
は
、
市
内
に
お
け
る
ご
み
の
不
法
投

棄
の
早
期
発
見
や
不
適
正
な
処
理
を
防
止
す

る
こ
と
を
目
的
に
住
民
自
ら
組
織
し
た
団
体

で
、
毎
月
定
期
的
に
不
法
投
棄
防
止
の
た
め

の
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
た
り
、
年
に

２
～
３
回
河
川
や
不
法
投
棄
が
多
い
箇
所
で

の
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
生
活
環
境
連
絡
協
議
会
で
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
へ
も
広
く
呼
び
か
け
を
し
て
、

次
の
と
お
り
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
開
催
日
時

　

３
月
17
日（
日
）   

午
前
９
時（
小
雨
決
行
）

　

検
査
の
申
込
み
に
つ
い
て
は
、
和
歌
山

県
水
質
保
全
セ
ン
タ
ー　
（
℡
０
７
３
‐

４
３
２
‐
６
４
３
３
）
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

○
清
掃
と
は

　

浄
化
槽
を
一
定
期
間
使
用
し
て
い
る
と
、

汚
泥
・
ス
カ
ム
（
※
）
が
た
ま
り
、
放
っ
て

お
く
と
浄
化
す
る
能
力
が
低
下
し
、
水
域
が

汚
濁
さ
れ
て
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
清
掃
を
す
る
こ
と
が
法

律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
浄
化
槽
の

清
掃
は
、
毎
年
１
回
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
市
の
許
可
業
者
に
お
い
て
実
施
し

ま
し
ょ
う
。

※
ス
カ
ム
と
は
、浮
遊
し
て
い
る
汚
泥
の
こ
と
。

○
保
守
点
検
と
は

　

浄
化
槽
の
管
理
者
は
、
浄
化
槽
の
機
能
が
正

し
く
働
き
、
放
流
水
が
基
準
内
で
流
さ
れ
る
よ

う
、
定
期
的
に
保
守
点
検
を
行
う
こ
と
が
法
律

で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
保
守
点
検
は
、

和
歌
山
県
知
事
の
登
録
を
受
け
た
専
門
の
登
録

業
者
に
委
託
し
ま
し
ょ
う
。

○
法
定
検
査
と
は

　

浄
化
槽
の
管
理
者
は
、
毎
年
１
回
（
新
た
に

設
置
、
ま
た
は
構
造
お
よ
び
規
模
を
変
更
し
た

浄
化
槽
に
つ
い
て
は
、
使
用
開
始
後
３
ヵ
月
経

過
し
た
日
か
ら
５
ヵ
月
の
間
に
１
回
）
水
質
に

関
す
る
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
４
月
か
ら
検
査
手
数
料
の
料
金
が

次
の
よ
う
に
改
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

11
条
検
査
手
数
料
（
５
～
10
人
槽
）

・
合
併
処
理
浄
化
槽

　

改
定
前
６
，８
０
０
円
→
改
定
後
５
，８
０
０
円

・
単
独
処
理
浄
化
槽

　

改
定
前
６
，０
０
０
円
→
改
定
後
５
，８
０
０
円

　

ま
た
、
口
座
振
替
に
す
る
と
５
０
０
円
の
値

　

引
き
制
度
が
あ
り
ま
す
。

浄
化
槽
を
使
用
さ
れ
て
い
る
ご
家
庭
の
方
へ

　

浄
化
槽
が
故
障
し
て
い
た
り
、
正
し
い
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
、
近
所
の
方
々
に
迷
惑
を

か
け
る
ば
か
り
で
な
く
、
河
川
や
生
活
環
境
の
汚
染
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。　

　

お
宅
の
浄
化
槽
は
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
？

　

定
期
的
に
保
守
点
検
、
法
定
検
査
、
清
掃
を
行
い
、
適
正
な
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
粗
大
ご
み
の
収
集
を

５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
実
施
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
広
報
い
わ
で
４
月
号
に
掲
載
し

ま
す
。

平
成
25
年
度
第
１
回

粗
大
ご
み
収
集
実
施
の
お
知
ら
せ

生
ご
み
を
減
ら
す
た
め
の
工
夫
を

始
め
ま
せ
ん
か
？
（
第
４
弾
）

　

紀
の
川
清
掃
活
動
に

　
　
　
　
　

ご
参
加
く
だ
さ
い

○
集
合
場
所　

　

紀
の
川
中
島
右
岸
「
椋
の
木
」
か
ら
東
に

３
０
０
ｍ
の
付
近

○
準
備
物

　

清
掃
作
業
に
必
要
な
も
の
（
ご
み
袋
、
軍

手
、
金
火
ば
し
）
は
、　

生
活
環
境
連
絡
協

議
会
で
用
意
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課　

℡
62
‐
２
１
４
１　
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○問い合わせ先　生活環境課　　　　　　℡ 62-2141（内線 185・186）

3月
の不燃物と資源ご
みの回収予定日

回収区域 不燃物（カン・ビン類） 資源ごみ

県道泉佐野岩出線より東側の地域 6日・20日
（第１・３水曜日）

毎週金曜日

県道泉佐野岩出線より西側の地域 13日・27日
（第２・４水曜日）

毎週木曜日

○岩出クリーンセンターに廃棄物を自己搬入する場合
　「持ち込みごみ申請書」への記入とあわせて、「免許証等の住所確認ができる証明書」により住所の確認を実施させ
ていただいております。

＊一般廃棄物の搬入は、岩出市内のごみに限ります。
＊搬入された一般廃棄物が、事業系の廃棄物か一般家庭からの廃棄物かの判別がむずかしい場合は、住宅地図による排出
　先の確認にご協力ください。
＊家庭用カセットボンベ・スプレー缶等は、ごみ収集車の火災の原因となりますので使い切ってください。
＊岩出クリーンセンターへお越しになる場合は、新風吹トンネルを大阪方面に進行し、出口の信号で右折し、旧道を右折
　してください。（交差点に注意）

　　　　　　　　【ごみの搬入時間は】
　　　　　　　　・月～金／午前 8 時 30 分～正午
　　　　　　　　・土曜日／午前 8 時 30 分～午後 3 時（事業系ごみを除く）

●市内で営業活動を行っている事業者（排出者）は、自己の責任で廃棄物を処理しなければなりません。（廃掃法第３条）
●事業者自らが搬入し処理を依頼する事業系一般廃棄物については、処理手数料が必要です。（有料処理）（廃掃法および市条例）
●事業者が岩出クリーンセンターに廃棄物を搬入処理する場合は、登録が必要です。（登録申請の受付は岩出クリーンセンターで
　随時受付しています。）
●岩出クリーンセンター内の通行は、職員の指示に従ってください。

岩出クリーンセンター　℡ 62-0814

クリーンセンターからのお知らせ

■ごみの出し方やクリーンセンターへの持込方法

家庭系ごみ 事業系ごみ

可燃ごみ（生ごみ等）
市の有料指定袋（緑色）
で持ち込んでください。

市の有料指定袋（緑色）で持ち込んだ場合は、無料です。
有料指定袋（緑色）以外で持ち込んだ場合は、有料です。処理手数料は、
従来のとおり計量後、市条例の単価を乗じて計算した額となります。

不燃物ごみ（カン・ビン等）
従来のとおり無料です。
有料指定袋（緑色）を使
用する必要はありません。

有料です。
処理手数料は、従来のとおり計量後、市条例の単価を乗じて計算し
た額となります。

雑草・剪定木

資源ごみ
無料です。
有料指定袋（緑色）を使用する必要はありません。

　可燃ごみ（生ごみ等）   市の有料指定袋（緑色）で出してください。
　不燃物ごみ（カン・ビン等）   従来のとおりコンテナで出してください。
　雑草・剪定木   市の有料指定袋（緑色）で出してください。
　資源ごみ   従来の資源ごみ袋で出してください。

ごみを出す場合

クリーンセンターへ直接持ち込む場合

　資源ごみ分別区分中の「その他のプラスチック」には、ポリバケツやプラスチック製のおもちゃ・衣装
ケース等のプラスチック製品は含まれません。これらのプラスチック製品は、可燃性粗大ごみとして取り
扱いますので、資源ごみとして排出されないようにお願いします。

ご注意
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保険年金課 からのお知らせ
【問い合わせ先】　保険年金課　  TEL.62-2141（代）

　　　　　　　　国保・年金係　内線191・193
　　　　　　　　保健医療係　  内線167・183

　仮徴収とは、年間保険料の計算前に、保険料の

年金天引きを開始させていただくことです。後期

高齢者医療保険料は、毎年７月に年間保険料を計

算していますが、７月の計算を待って年金天引き

を開始すると、10 月・12 月・2 月の３回で年間

保険料を納めることとなり、１回の保険料額が高

くなってしまいます。そのため、あらかじめ仮に

計算した金額で年金天引きにより保険料を納めて

いただくことになっています。

Ｑ 仮徴収って？

　会社員や公務員等（厚生年金・共済組合等の加入者）およびその被扶養配偶者は、退職（失業）して失職すると夫

婦ともに国民年金の「第１号被保険者」への手続きを行い国民年金保険料を納める必要があります。

（※第１号被保険者は、原則として 20 歳以上 60 歳未満の方となります。）

★保険料割引制度　１年分または、６ヶ月分など保険料を前納すると割引になる制度があります。

★保険料を納めることが経済的に困難な場合　

　申請により一定の基準に該当すれば、保険料の納付を免除できる制度があります。

Ａ

Ｑ ４月の年金から保険料が天引きになるのは？
　保険料が年金天引きになる方は、

①平成 25 年 2 月まで後期高齢者医療保険料が年

　金天引きされていた方（仮徴収額は、2 月の年

　金から天引きされた金額と同じです。）

②平成 24 年 10 月 1 日までに後期高齢者医療被

　保険者になった方で、一定要件を満たす方

　などです。4 月から初めて年金天引きが開始す

　る方には、仮徴収額決定通知書を送付します。

○申し込みおよび問い合わせ先

　年金天引きにならない方は

①年金受給額が年額 18 万円未満の方

②介護保険料と後期高齢者医療保険料の合計額が、

　年金額の 2 分の 1 を超える方

③年金天引きから口座振替による納付方法へ変更申

　し出をされた方

Ｑ 年金天引きにならないのは？

―後期高齢者医療保険料Ｑ＆ A―
４月から仮徴収が始まります

Ａ

Ａ

Ｑ 仮徴収が開始する月は４月だけ？
　仮徴収が６月から開始する方もいます。対象者には仮徴収

額決定通知書でお知らせします。
Ａ

保健医療係（内線 183）

　後期高齢者医療保険料は、原則年金から天引きで納めていた

だきますが、口座振替を希望される方は申し出により口座振替

に変更することができます。

　希望される方は、手続きが必要ですので保健医療係までお越

しください。

○変更手続に必要なもの
・後期高齢者医療被保険者証

・預金通帳

・通帳の届出印

特別徴収（年金から天引）と口座振替
の選択制について

※手続後、年金天引きが中止されるまで数ヶ月かかります。

6 月の年金天引きを中止する方は、　4 月４日（木）までに
手続にお越しください。

※ゆうちょ銀行での口座振替を希望される方は、ゆうちょ銀

　行で口座振替の申し込みを先に行ってからお越しください。

～厚生年金等の加入資格を失ったときは、国民年金への加入が必要です～

退職（失業）された方へ

　○問い合わせ先
　国保・年金係（内線 192）

　などです。平成 24 年度に、保険料の還付等により年金天引

　きが中止になった方も、４月の年金からの天引きは行われま

　せん。
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　国民健康保険は、病気やけがなどに備え、みなさんの

健康を守るための相互扶助の制度です。国保税は、この

制度を健全に運営するためのもので、みなさんに公平に

負担をお願いしています。

　そのため、災害その他特別の事情がないにもかかわら

ず、納付されない場合は、次のような措置をとらせてい

ただきます。

○問い合わせ先
　国保・年金係（内線 187・188）

２、預貯金や給与等を差し押さえます。（差し押
　　さえられた預貯金等はお返しすることがで
　　きません。）
　　　納付が困難な場合は、保険年金課国保・年金係ま

　　で納税相談にお越しください。

　14 日（木）・28 日（木）午後８時まで

  ３月の夜間納税相談日
１、保険証に替えて「資格証明書」を交付します。
　「資格証明書」の交付を受けると、

　①保険証を交付された場合と同様に、国保税は課税さ

　　れます。

　②医療費の全額を自費で支払い、後日国保係へ申請を

　　すれば、保険給付分の払い戻しを受けられます。

　　ただし、払い戻し額の全額または一部を差し止める

　　ことがあります。

国保税の納め忘れはありませんか

（災害等により納付困難なときは、税・延滞金の減

免、一部負担金の免除に該当する場合があります。）

（後期高齢者医療保険料の相談もできます。）

各種医療費助成事業のお知らせ
　医療費助成事業は、申請により対象者に受給者証を発行し、医療費の助成を行う制度です（保険適用外の治療費・文

書代・予防接種・検診・入院時の食事代などは助成の対象外です）。すべての制度にそれぞれ「所得制限」や「資格要件」

が設けられています。詳しくは、下記問い合わせ先へお問い合わせください。

○重度心身障害児（者）医療費助成事業

○ひとり親家庭医療費助成事業

○老人医療費助成事業

○問い合わせ先
　保険医療係

　（内線 167・183）

　離婚、死亡などで、１８歳（１８歳以降最初

に迎える３月３１日）までの児童を養育してい

る配偶者のない父または母及びその児童の入

院、通院に係る医療費を助成する制度です。父

または母が一定の障害にある家庭も対象になり

ます。　

　６７歳から６９歳までの方で、資格要件に該

当する方は、１割負担で医療を受けることがで

きる制度です。

○子ども医療費助成事業
　市に居住する子どもの入院・通院に係る医療費を

助成する制度です。

　以下の障害等級のうちいずれかをお持ちの方の入院、通院

および訪問看護療養費に係る医療費を助成する制度です。

　・身体障害者手帳（１級、２級、３級及び４級の一部）

　・療育手帳Ａ１，Ａ２

　・特別児童扶養手当１級、２級　

　・精神障害者保健福祉手帳１級、２級

　・障害年金１級、２級

※ただし、平成１８年８月１日以降に６５歳以上で初めて上記

に該当する障害に認定された方は、助成の対象になりません。

小学校就学前（６歳以降最初
に迎える３月３１日まで）

入院および通院

小学生（１２歳以降最初に迎
える３月３１日まで）

入院のみ
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【問い合わせ先】　岩出市総合保健福祉センター
　　　　　　　　保健推進課　　TEL.61-2400
　　　　　　　　電話のかけ間違いにご注意
　　　　　　　　ください　

保健推進課 からのお知らせ

保  健  事  業  予  定  表（平成 25 年 3 月・4 月）

平成 25年3月分 平成 25年4月分 両月とも
事業名 実施日 内容 実施日 内容 受付時間 場所

乳
幼
児
健
康
診
査

４か月児 25日(月） 平成24年11月生まれ 22日（月） 平成24年 12月生まれ 13：00～13：15
岩　

出　

市　

総　

合　

保　

健　

福　

祉　

セ　

ン　

タ　

ー

26日（火） 23日（火）

７か月児 18日（月） 平成24年  8月生まれ 16日（火） 平成24年   9月生まれ 13：00～13：1519日（火） 17日（水）

１歳8か月児 12日（火） 平成23年  7月生まれ   9日（火） 平成23年   8月生まれ 13：00～13：1513日（水） 10日（水）

３歳６か月児   8日（金） 平成21年  8月生まれ 12日（金） 平成21年   9月生まれ 13：00～13：3015日（金） 19日（金）

乳
幼
児

健
康
相
談

１０か月児 12日（火） 平成24年   4月生まれ   9日（火） 平成24年   5月生まれ 9：00～9：3013日（水） 10日（水）

２歳６か月児
  8日（金）

平成22年   8月生まれ
12日（金）

平成22年   9月生まれ 9：00～9：30
15日（金） 19日（金）

　パパママ教室　
（妊婦教室）

27日（水）

 ・ママの体操　　　　　
 ・赤ちゃん体操（産婦・生
   後１か月～４か月まで
   の赤ちゃんが対象です。）

24日(水）  ・歯の健康について　　    
 ・妊娠中の食事について

  9:45～10:00

  　(予約制）

 

栄
養
教
室

離乳食 11日（月） 離乳食について 15日(月） 離乳食について   9:45～10:00      
  　(予約制）

 

健
康
相
談

一般健康相談
毎週月曜日

（平日のみ）
      健康や育児等に
      ついての相談

毎週月曜日

（平日のみ）
      健康や育児等に
      ついての相談

9:30～11:00

　対象者の方には、予診票等を郵送しています。この機会を逃し

ますと接種は、有料となります。

　接種前に必ず実施医療機関に予約を入れてください。注意事項

を読み、予診票と母子健康手帳を持参し接種してください。

＊接種期限 : 平成 25 年 3 月 30 日まで

平成 24 年度ＤＴ、ＭＲ２期・
３期・４期の接種期限迫る！

　3 月広報と一緒に配布しております「検

診についてのお知らせ」をご覧の上、集団

検診と個別乳がん検診（那賀病院での乳が

ん検診のみ）をご希望の方は、平成 25 年
3 月 25 日（当日消印有効）までに総合保

健福祉センター保健推進課まで郵送または

ご持参ください。

　なお、個別がん検診（那賀病院での乳が

ん検診以外）、20・30 歳代健診（旧基本健診）

は申込みは不要です。

※詳細は「検診についてのお知らせ」を参

照してください。

　また、「検診についてのお知らせ」を紛

失された方は、総合保健福祉センターと市

役所市民課窓口に置いていますので、ご利

用ください。

平成 25 年度検診のお知らせ
日　程 場　所 受付時間

3日（日）

岩出市総合保健

福祉センター

（ふれあいまつり） 10：00～12：00

13:00～16:00

9日（土）
オークワミレニア

シティ岩出店

●対象者
・一般献血  
 （16～69歳）
・65歳以上の方は 、
  60～64歳のときに1回  
  でも経験のある方

3月献血の
お知らせ
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休日や夜間に利用できる病院のご案内

○和歌山県救急医療情報センター
　365 日 24 時間対応。近くの医療機関の案内があります。

℡ 073-426-1199
http://www.wakayama.qq-net.jp/

※診察を受ける場合は事前に電話でご確認ください

休
日

診
療

診療科目 診　療　時　間
内科・外科・小児科 日・祝・年末年始（12/29 ～１/3） 午前 9 時～正午・午後１時～午後 4 時 30 分

夜
間

診
療

診療科目 診　療　時　間

内科
土・日・祝祭日

（平成 24 年 12 月 8 日（土）～平成 25 年 3 月 10 日（日）の期間のみ）
午後８時～午後 10 時

※乳幼児・小児は和歌山市夜間・休日応急診療センターで対応

○那賀休日急患診療所　℡ 77-6410　所在地：紀の川市東大井 350

診療時間は、午前 10 時～正午までと
　　　　　　午後１時～４時までです。

月 日 曜 歯科医院名 住所（診療所） ＴＥＬ

３
月

3 日 西歯科医院 岩出市畑毛274-9 63-5553

10 日 矢田歯科クリニック 紀の川市貴志川町上野山352 64-6608

17 日 はたなか歯科クリニック 岩出市清水354-1 69-5511

20 水 岡本歯科医院 紀の川市名手市場125 75-2047

24 日 おち歯科 岩出市中島601-4 61-7322

31 日 松本歯科医院 紀の川市桃山町調月161 66-0206

休日歯科急患当番表 那賀歯科医師会日曜・祝日の休日歯科診療

※受診の際は、電話等で確認のうえご来
　院ください。
※当番医が急に変更になる場合がありま
　すので、電話が通じないときは消防署
　（℡ 61-1791）にお問い合わせください。

夜間診療は、３月１０日（日）で終了します。

★予防接種週間の期間中、下記の医療機関で予防接種についての相談を受けつけます。また、時間外や土・日曜日

の接種も受けられるところがあります。接種できる時間やワクチンの種類は各医療機関にお尋ねください。接種を

受けるときは必ず事前に医療機関へご連絡をお願いします。

○問い合わせ先　
　保健推進課

　℡ 61-2400　

子どもの予防接種週間の医療機関

岩
出
市

伊藤内科 69-2121

紀
の
川
市

かしい小児科 77-3299

宇野内科 62-2101 のだ小児科 78-1230

おおみや診療所 61-6151 稲穂会病院 74-2100

木下こどもクリニック 61-1288 中田内科・胃腸科 66-2223

こだま小児科 69-2366 阪口クリニック 75-2020

根来こどもクリニック 61-3000 西岡内科胃腸科 66-2223

畑産婦人科・小児科 63-0077 井畑内科医院 64-6022

山入こどもクリニック 61-2500 北山産婦人科クリニック 64-3048

紀
の
川
市

いちごクリニック 77-0150 神戸坂口クリニック 64-1105

上田内科クリニック 77-6690 竹内医院 64-5888

梅田内科医院 77-7790 峰小児科 64-5735

子どもの予防接種週間　（3/1 ～ 3/7）
ワクチンで防げる病気から子どもたちを守るため予防接種を積極的に受けましょう。
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コーナー
【問い合わせ先】　生涯学習課　  TEL.62-2141（代）

　　　　　　　　青少年女性係　内線282 青少年健全育成

９
月　

青
少
年
育
成
市
民
大
会　
　
　

　
　

青
少
年
が
、
明
る
い
未
来
に
向
か

　
　

っ
て
、
た
く
ま
し
く
育
つ
事
を
願

　
　

い
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
が
何
を

　
　

す
べ
き
か
を
考
え
る
機
会
と
し
て

　
　

開
催
し
ま
す
。小
中
学
生
の
発
表
・

　
　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
講
演
会　

他

10
月　

市
民
運
動
会

　
　

入
場
行
進
へ
の
参
加

11
月　

校
区
別
懇
談
会
兼
支
部
会

　
　

共
通
テ
ー
マ
を
設
け
、
皆
で
青
少

　
　

年
問
題
に
つ
い
て
考
え
、
決
定
し

　

岩
出
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
は
、
青

少
年
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
各
種
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
で
す
。

　

そ
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
・
協
力
い

た
だ
く
平
成
25
年
度
の
地
区
委
員
の
方
を

昨
年
12
月
か
ら
各
区
・
自
治
会
長
さ
ん
か

ら
報
告
を
い
た
だ
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま

だ
の
と
こ
ろ
は
決
定
次
第
、
選
任
届
の
ご

提
出
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
各
区
・
自
治
会
長

さ
ん
か
ら
一
年
間
の
青
少
年
育
成
市
民
会

議
の
行
事
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
を
多
く

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

地
区
委
員
（
総
会
以
外
は
地
区
委
員
以

外
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。）
に
参

加
い
た
だ
く
行
事
は
次
の
と
お
り
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

い
つ
で
も
、
ど
ん
な
事
で
も
青
少
年
女

性
係
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
に
会

え
る
事
を
楽
し
み
に
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

　

※
行
事
は
、
変
更
す
る
こ
と
も
ご
ざ
い

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

５
月　

青
少
年
育
成
市
民
会
議
総
会

　
　

地
区
委
員
、
地
区
育
成
会
代
表
者
、

　
　

他
青
少
年
関
係
の
各
種
団
体
の
長
の

　
　

方
の
参
加
の
も
と
開
催

６
月
～
７
月 　

各
小
学
校
区
別
支
部
会

　
　

小
学
校
区
ご
と
に
地
域
の
活
性
化
を

　
　

目
指
し
て
組
織
し
た
支
部
会
の
開
催

７
月　
「
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全

　

国
強
調
月
間
」
講
演
会

　
　

岩
出
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
と
岩

　
　

出
市
教
育
委
員
会
が
共
催

　
　

夏
休
み
の
子
ど
も
達
を
色
ん
な
危
険

　
　

か
ら
守
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か

　
　

共
通
意
識
を
持
つ
事
を
目
的
に
開
催

　
　

し
ま
す
。

７
月　
「
少
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
２
０
１
３
」

　
　
（
県
下
の
中
学
生
の
作
文
発
表
）

　
　

岩
出
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
　

中
学
生
が
、
か
け
が
え
の
な
い
今

　
　

を
ど
う
生
き
て
い
る
か
、
考
え
や

　
　

行
動
を
発
表
し
ま
す
。

　
　

た
事
を
地
域
へ
持
ち
帰
り
周
知
を
お

　
　

願
い
し
ま
す
。

　

ス
ポ
レ
ク
フ
ェ
ス
タ

　
　

青
少
年
や
大
人
が
大
会
を
通
し
、
出

　
　

会
い
や
ふ
れ
あ
い
の
喜
び
を
感
じ
、

　
　

地
域
全
体
の
絆
を
深
め
る
事
を
目
的

　
　

に
実
施
し
ま
す
。

～
年
間
行
事
予
定
～

岩
出
市
青
少
年

　
　

育
成
市
民
会
議

地
区
委
員
の
活
動
に

つ
い
て
（
お
願
い
）

も
っ
と
咲
か
そ
う

あ
い
さ
つ
の
花
ｉ
ｎ
岩
出

　

地
区
委
員
・
市
民
の
み
な
さ
ん
に
、
お
願
い
し
ま
す
。
年

間
通
じ
て
「
あ
い
さ
つ
運
動
」「
見
守
り
活
動
」
の
推
進

　

岩
出
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
が
推
進
し
て
い
る
通
学
路

に
立
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
声
か
け
を
行
う
と
共
に
子
ど
も
の

安
全
を
見
守
る
「
あ
い
さ
つ
運
動
」「
見
守
り
活
動
」
に
都

合
の
許
す
限
り
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

た
と
え
回
数
が
少
な
く
て
も
地
域
で
実
施
い
た
だ
い
て
い

る
事
が
大
切
と
考
え
ま
す
。
無
理
の
な
い
範
囲
で
一
人
で
も

多
く
の
市
民
の
方
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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岩出市役所…………………62-2141（代）
（岩出市教育委員会）

総合保健福祉センター……61-2400
地域子育て支援センターいわで…62-3362
地域子育て支援センターあいあい…61-2983
クリーンセンター…………62-0814
市民総合体育館……………62-0370
民俗資料館…………………63-1499

岩出図書館…………………62-7222
岩出警察署…………………63-0110
那賀消防組合………………61-0119

主　な　機　関　の　連　絡　先
   

子
育
て

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
、
み
ん
な
で
楽
し
い
ひ
と
と

き
が
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
ふ
れ
あ
い

遊
び
等
を
実
施
し
ま
す
。

  

み
ん
な　

あ
つ
ま
れ

　

い
わ
で
っ
子
！

   

生
涯
学
習

○
閉
講
式
・「
安
来
節
を
踊
ろ
う
」

▼
山
崎
学
園

　

日
時　

３
月
６
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

場
所　

山
崎
地
区
公
民
館

▼
紀
泉
台
学
園

　

日
時
３
月
８
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

場
所　

紀
泉
台
地
区
公
民
館

▼
根
来
学
園

　

日
時　

３
月
11
日
（
月
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

場
所　

根
来
地
区
公
民
館

▼
岩
出
学
園

　

日
時　

３
月
12
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

場
所　

岩
出
地
区
公
民
館

▼
上
岩
出
学
園

　

日
時　

３
月
13
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

場
所　

上
岩
出
地
区
公
民
館

ふ
れ
あ
い
学
級
生
募
集
中

　

岩
出
市
在
住
・
60
歳
以
上
の
方

○
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
２
８
３
）

○
場
所　

    

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
時
間　

     

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

○
申
込
方
法　

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

実
施
日
の
前
日
ま
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
が
、
定
員
に
な
り
し
だ
い
終

了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー　

℡
61
‐
２
９
８
３

実施日 対象 あそび 定員

４月   ８日（月）
  ２歳児
   （平成 22 年 4 月 2 日生
   ～平成 23 年４月 1 日生）

こいのぼりを作ろう 15 組

４月 16 日（火）
  １歳児
   （平成 23 年 4 月 2 日生
   ～平成 24 年４月 1 日生）

こいのぼりを作ろう 10 組

４月 23 日（火）
  ０歳児
（平成 24 年 4 月 2 日生～）

   ひっぱれ・ひっぱれ　

（ダンボールあそび）
10 組

  

ふ
れ
あ
い
学
級



2013・3　広報いわで　　22

　

根
来
塗
講
座
受
講
生
の
作
品
を
展

示
し
ま
す
。
活
動
の
成
果
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
多
く
の
皆
様
の
ご
来
館

を
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
展
示
期
間　

３
月
17
日
（
日
）
～
４
月
６
日
（
土
）

○
入
館
時
間　

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
入
館
は
、
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

○
展
示
場
所　

　

岩
出
市
民
俗
資
料
館

　

１
階　

企
画
展
示
室

○
休
館
日　

　

３
月
19
日
、
21
日
、
26
日　

○
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
民
俗
資
料
館

　

℡
63
‐
１
４
９
９

  

根
来
塗
講
座

                   

受
講
生
作
品
展

○
申
込
方
法　

　
　

官
製
は
が
き
に
、
住
所
・
氏
名

　
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
性
別
・
電

　

話
番
号
を
記
入
の
上
、
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。

　

電
話
に
よ
る
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

○
申
込
期
間
（
必
着
）

　

３
月
１
日（
金
）～
３
月
31
日（
日
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
民
俗
資
料
館

　

℡
63
‐
１
４
９
９

　

〒
６
４
９
‐
６
２
０
２

　

岩
出
市
根
来
２
３
０
６
‐
１　

　

根
来
塗
を
岩
出
市
の
伝
統
工
芸
と

し
て
広
め
、
そ
の
技
術
を
永
く
後
世

に
伝
え
る
こ
と
の
で
き
る
人
材
を
育

成
す
る
た
め
、
根
来
塗
講
座
の
受
講

生
を
募
集
し
ま
す
。

○
受
講
対
象
者　

岩
出
市
在
住
の
方

○
募
集
定
員　

15
名

　
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

○
講
座
日　

　

毎
週
２
回
（
水
曜
日
と
土
曜
日
）

○
受
講
期
間　

３
年

   

ス
ポ
ー
ツ

○
大
会
日
時

　

３
月
17
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分

　
（
開
場　

９
時
）

○
場
所　

　

市
民
総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

○
種
目

▽
個
人
戦

　

①
小
学
生
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

②
小
学
生
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

③
中
学
生
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

④
中
学
生
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

⑤
高
校
・
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

⑥
高
校
・
一
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

⑦
60
歳
以
上
男
・
女
シ
ン
グ
ル
ス

▽
団
体
戦

　

⑧
中
学
生
男
子
団
体

　

⑨
中
学
生
女
子
団
体

　

⑩
高
校
・
一
般
男
子
団
体

　

⑪
高
校
・
一
般
女
子
団
体

※
⑧
～
⑪
の
全
て
を
４
～
６
人
制
と

し
、
オ
ー
ダ
ー
は
Ｓ
・
Ｓ
・
Ｗ
・
Ｓ
・

Ｓ
と
す
る
。

※
中
学
３
年
生
は
高
校
・
一
般
の
部

へ
の
出
場
と
す
る
。

○
参
加
資
格

　

岩
出
市
在
住
ま
た
は
在
勤
者

○
参
加
料　

無
料

○
参
加
申
込
期
限

　

３
月
８
日
（
金
）
午
後
５
時

○
参
加
申
込
方
法　

参
加
申
込
書

（
市
民
総
合
体
育
館
に
備
え
付
け
）

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
健
康
係

　
（
岩
出
市
立
市
民
総
合
体
育
館
内
）

　

℡
62
‐
０
３
７
０

  

第
７
回
岩
出
市
民

      

卓
球
大
会
参
加
者
募
集

相　

談

  

子  

育  

て  

相  

談

　

子
育
て
の
悩
み
な
ど
の
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

○
相
談
場
所
・
相
談
時
間

・
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
小
児
成
育

　

医
療
支
援
室

　

℡
０
７
３
‐
４
４
１
‐
０
８
０
８

　

平
日
（
月
～
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
祝
日
・
年
末
年
始
は
除
く
）

・
公
立
那
賀
病
院

　

毎
週
木
曜
日

　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

○
相
談
担
当
者

　

小
児
科
医
師
、
臨
床
心
理
士
、
社

会
福
祉
士
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

○
利
用
方
法

　

ま
ず
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
小
児

成
育
医
療
支
援
室
へ
電
話
で
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　

相
談
内
容
で
面
談
が
必
要
で
あ
れ

ば
、
予
約
日
を
決
め
て
来
院
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
（
相
談
は
無
料
で
す
。）

 　
　
　

岩
出
市
卓
球
協
会
主
催

          

根
来
塗
講
座

       

受  

講  

生  

募  

集

    

行  

政  

相  

談

▲根来塗
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行  

政  

相  

談

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
、

行
政
の
仕
組
み
や
手
続
、
行
政
機
関

が
不
明
で
ど
こ
で
何
を
相
談
し
て
よ

い
か
分
か
ら
な
い
等
ど
ん
な
こ
と
で

も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
行

政
相
談
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。（
予
約
不
要
）

○
日
時　

３
月
13
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

○
場
所　

　

紀
泉
台
地
区
公
民
館
第
２
会
議
室

○
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室
市
民
ふ
れ
あ
い
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
１
９
）

   

消   

費   

生   

活   

相   

談

　

悪
質
訪
問
販
売
や
架
空
請
求
、
貸
金

業
者
か
ら
の
借
金
問
題
な
ど
の
消
費
者

問
題
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

★
岩
出
市
開
設
★

○
日
時
・
場
所
（
月
２
回
）

　

３
月
12
日
（
火
）・
26
日
（
火
）

　

午
後
１
時
～
４
時

　

市
役
所
ロ
ビ
ー
前
会
議
室　

○
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
１
４
）

★
紀
の
川
市
開
設
★

○
日
時
・
場
所
（
月
２
回
）

　

３
月
13
日
（
水
）・
27
日
（
水
）

　

午
後
１
時
～
４
時

　

紀
の
川
市
役
所　

南
別
館

　

２
階　

相
談
室
小

○
問
い
合
わ
せ
先

　

紀
の
川
市
商
工
観
光
課

　

℡
77
‐
２
５
１
１

教  

育  

相  

談

　

岩
出
市
内
の
小
中
学
生
や
そ
の
保

護
者
の
方
々
を
対
象
に
、
学
習
や
生

活
、
子
育
て
等
教
育
全
般
に
関
す
る

相
談
を
次
の
機
関
で
実
施
し
て
い
ま

す
。

○
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　

・
山
崎
北
小
学
校

　

・
岩
出
中
学
校

　

・
岩
出
第
二
中
学
校

○
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

　

・
岩
出
第
二
中
学
校

○
適
応
指
導
教
室
（
フ
レ
ン
ド
）

○
岩
出
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー

　

ご
相
談
の
お
申
込
み
は
、
お
子
様

が
通
学
し
て
い
る
小
中
学
校
か
岩
出

市
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
（
電
話

62
‐
２
１
４
１
内
線
２
７
４
）
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

へ
の
相
談
は
、
実
施
校
以
外
の
学
校

か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

市
長
が
推
薦
し
、
法
務
大
臣
が
委

嘱
し
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

で
す
。

　

毎
日
の
生
活
を
営
ん
で
い
く
上

で
、
こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
と
感
じ
た
と
き
は
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。

○
日
時　

３
月
12
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

○
場
所　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ

　
　
　
　

ン
タ
ー

　

人
権
擁
護
委
員
は
あ
な
た
の
ま
ち

の
相
談
相
手
で
す
。

人  
権  
相  

談

　

～
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

　
　
　
　

相
談
し
て
く
だ
さ
い
～

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
人
権
啓
発
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
３
２
１
）

　

働
く
こ
と
に
不
安
の
あ
る
15
歳
か

ら
概
ね
40
歳
未
満
の
無
業
の
若
者
、

そ
の
保
護
者
の
方
の
相
談
に
お
応
え

し
、
心
の
ケ
ア
や
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
活
用
し
、
社
会
的
自
立
・
就
労
ま

で
を
ト
ー
タ
ル
的
に
サ
ポ
ー
ト
い
た

し
ま
す
。

○
日
時　

毎
月
第
４
火
曜
日

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

○
原
則
予
約
制
（
相
談
時
間
40
分
）

　

予
約
時
間　
　

午
前
10
時
、
11
時

　
　
　
　

午
後
１
時
、
２
時
、
３
時

○
場
所

　

那
賀
振
興
局　

３
階　

Ａ
会
議
室

　
（
岩
出
市
高
塚
２
０
９
）

○
相
談
料　

無
料

○
対
象　

働
く
こ
と
に
不
安
の
あ
る

　

概
ね
40
歳
未
満
の
無
業
の
若
者

　

お
よ
び
そ
の
保
護
者
の
方

○
お
問
い
合
せ
先

　

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

わ
か
や
ま

　

℡
０
７
３
‐
４
２
７
‐
３
５
０
０

　

月
曜
日
～
土
曜
日

　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

　
（
日
・
祝
・
年
末
年
始
は
休
み
）

～
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、「
相
談
」

　
　

か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
～

 

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン  

                                  

個
別
出
張
相
談
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総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

        

臨  

時  

職  

員  

募  

集

○
募
集
人
員　

１
名

○
業
務
内
容　

管
理
人

　

管
理
業
務
、
簡
単
な
施
設
の
修
繕

　

お
よ
び
草
刈
機
に
よ
る
草
刈
等

○
応
募
資
格

　

地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定
す

　

る
欠
格
事
項
に
該
当
す
る
方
は
、

　

応
募
で
き
ま
せ
ん
。

○
雇
用
期
間

　

４
月
１
日（
月
）～
９
月
29
日（
日
）

     
募　

集

　

保
育
所
臨
時
職
員

                       
登   

録   

募   

集   

　

職
員
が
出
産
や
傷
病
等
に
よ
り
保

育
士
の
不
足
が
生
じ
た
場
合
、ま
た
、

障
害
児
保
育
等
の
加
配
の
職
員
が
必

要
と
な
っ
た
場
合
に
、
勤
務
す
る
臨

時
職
員
の
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
登
録
し
て
い
た
だ
い
て

も
、
必
ず
採
用
が
あ
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

   

重
点
分
野
雇
用
創
出
事
業

   

国
体
準
備
室

　
　

    

臨  
時  
職  
員  

募  

集

○
募
集
人
員　

３
名

○
業
務
内
容

・
紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
に
お
け
る

　

市
民
運
動
に
関
す
る
業
務

・
国
体
準
備
に
係
る
事
務
補
助
な
ど

○
応
募
条
件

　

現
在
離
職
中
（
失
業
中
）
の
方

○
応
募
資
格

①
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
方

②
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
で
の
文
書
作

　

成
等
が
で
き
る
方

③
接
遇
に
自
信
の
あ
る
方

④
過
去
に
緊
急
雇
用
で
６
ヶ
月
を
超

　

え
て
雇
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
方

　

は
、
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

　
（
被
災
救
済
者
を
除
く
）

⑤
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定
す

　

る
欠
格
事
項
に
該
当
す
る
方
は
、

　

応
募
で
き
ま
せ
ん
。

○
雇
用
期
間

　

４
月
１
日（
月
）か
ら
９
月
29
日（
日
）

　

ま
で

○
勤
務
体
制

　

午
前
８
時
45
分
～
午
後
５
時
30
分

　

週
５
日
勤
務

○
賃
金　

日
額
７
，
０
４
０
円

○
待
遇　

健
康
保
険
・
厚
生
年
金　

　

雇
用
保
険
・
通
勤
手
当
（
２
㎞
以
上
）

○
受
付
期
間　

３
月
15
日
（
金
）
ま
で

　
（
平
日
は
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

○
提
出
書
類

　

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
１
通

　

失
業
中
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
書
類

　

郵
送
可
（
３
月
15
日
必
着
）

※
提
出
い
た
だ
い
た
履
歴
書
等
は
一

切
返
却
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
面
接
日
等

　

後
日
、
本
人
あ
て
に
通
知
し
ま
す
。

○
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
６
４
９
‐
６
２
９
２

　

岩
出
市
西
野
２
０
９　

　

市
長
公
室
国
体
準
備
室

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
１
７
）

○
勤
務
場
所

　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
岩
出
市
金
池
92
番
地
）

○
勤
務
体
制　

週
６
日
勤
務

　

週
６
日
勤
務
（
午
前
８
時
30
分
～

午
後
４
時
30
分
ま
で
、
午
後
２
時
45

分
か
ら
午
後
９
時
30
分
ま
で
の
２
交

代
勤
務
）

○
賃
金　
　

時
給　

９
０
９
円

○
待
遇　

健
康
保
険
・
厚
生
年
金　

　

雇
用
保
険
・
通
勤
手
当
（
２
㎞
以
上
）

○
受
付
期
間　

３
月
12
日
（
火
）
ま
で

○
提
出
書
類

　

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）　

１
通

　

郵
送
可
（
３
月
12
日
必
着
）

○
面
接
日
等

　

平
成
25
年
３
月
15
日
（
金
）
頃
を

　

予
定
し
て
い
ま
す
。

○
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
６
４
９
‐
６
２
５
６

　

岩
出
市
金
池
92
番
地

　

保
健
推
進
課　

℡
61
‐
２
４
０
０

○
業
務
内
容　

臨
時
保
育
士

○
応
募
資
格　

保
育
士
免
許
を
有
す

　

る
方
、
ま
た
は
平
成
25
年
３
月
末

　

日
ま
で
に
、
保
育
士
資
格
所
得
見

　

込
み
の
方

○
賃
金　

日
給
８
，２
１
０
円

○
待
遇　

健
康
保
険
・
厚
生
年
金
・

　

雇
用
保
険
・
通
勤
手
当（
２
㎞
以
上
）

　

有
給
休
暇
（
雇
用
後
６
ヵ
月
以
降

　

か
ら
）

○
受
付
期
間

　

３
月
１
日
（
金
）
～
３
月
８
日
（
金
）

○
提
出
書
類　

履
歴
書
、
保
育
士
資

　

格
証
の
写
し
、
ま
た
は
保
育
士
資

　

格
取
得
見
込
み
を
証
す
る
書
類
の

　

写
し

○
勤
務
開
始
日

　

４
月
１
日
以
降
、
職
員
の
不
足
が 

    

生
じ
た
場
合

○
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
児
童
福
祉
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
３
３
８
）

  

と
き
め
き
交
通
大
学

　
　

  　

学　

生　

募　

集

　

平
成
25
年
度
第
８
回
岩
出
市
と

き
め
き
交
通
大
学
の
学
生
募
集
を
行

い
ま
す
。
岩
出
市
と
き
め
き
交
通
大

学
で
は
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

と
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
目
的
と

し
、
４
月
か
ら
翌
年
１
月
ま
で
、
月

１
回
の
参
加
実
践
型
の
講
習
会
等
を

実
施
し
ま
す
。

四
輪
車
事
故
体
験
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン

体
験
の
様
子

▲

○
応
募
条
件 　

原
則
65
歳
以
上
で
岩

　

出
市
在
住
で
あ
れ
ば
、
運
転
免
許

　

の
有
無
を
問
わ
ず
誰
で
も
申
込
み

　

で
き
ま
す
。

○
定
員　

25
名

　

あ
と
わ
ず
か
で
定
員
と
な
り
ま
す
。

　

定
員
に
な
り
次
第
、
募
集
を
締
め

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
お
早

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

来
年
度
で
第
８
回
を
迎
え
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
に
卒
業
さ
れ
た
学
生

の
皆
さ
ん
も
、
修
得
さ
れ
た
交
通
安

全
知
識
を
実
践
の
場
で
充
分
発
揮
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
是
非
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

○
申
込
要
領
等
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
交
通
防
犯
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
３
１
）

　

ま
ち
づ
く
り
に
あ
な
た
の
能
力
や

知
識
を
活
か
し
ま
せ
ん
か
？
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暮らしの情報
　

防
衛
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

○
募
集
種
目

□
予
備
自
衛
官
補（
一
般
及
び
技
能
）

・
受
験
資
格

（
一
般
）
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
者

（
技
能
）
18
歳
以
上
55
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間　

４
月
３
日
（
水
）
ま
で

□
幹
部
候
補
生

・
受
験
資
格

　

20
歳
以
上
26
歳
未
満

　

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

　
　
　

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

岩
出
図
書
館
を
は
じ
め
図
書
施
設

等
で
、
図
書
館
活
動
に
参
加
さ
れ
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
活
動
内
容　

館
内
利
用
案
内
、
書

　

架
整
理
、
絵
本
な
ど
の
読
み
聞
か

　

せ
、
寄
贈
図
書
の
整
理
、
本
の
修

　

理
、
展
示
・
布
絵
本
な
ど
の
製
作
、

　

館
内
外
の
整
理
、
美
化
活
動
な
ど

○
応
募
資
格　

　

図
書
活
動
等
に
関
心
の
あ
る
方

○
報
酬
な
ど　

報
酬
及
び
交
通
費
は

　

無
償
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加

入
し
ま
す
。）

○
申
込
方
法　

登
録
票
記
入
後
、
岩

出
図
書
館
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
登
録
票
は
岩
出
図
書
館
カ
ウ
ン

　

タ
ー
前
に
あ
り
ま
す
。）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
図
書
館　

℡
62
‐
７
２
２
２

　
（
大
卒
ま
た
は
見
込
み
、
大
学
院

　

修
了
者
28
歳
未
満
）

　

※
細
部
は
説
明
会
で
案
内

・
受
付
期
間　

４
月
26
日
（
金
）
ま
で

○
募
集
説
明
会

・
日
時　

３
月
９
日
（
土
）、10
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
の
間　

　

予
約
不
要
（
随
時
説
明
）

　

保
護
者
の
方
も
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

・
場
所　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ

　

ン
タ
ー　

３
階　

Ａ
会
議
室

○
問
い
合
わ
せ
先

　

和
歌
山
募
集
案
内
所

　
（
和
歌
山
市
美
園
町
５
‐
１
‐
２

　

新
橘
ビ
ル
２
Ｆ
）

　

℡
０
７
３
‐
４
３
２
‐
４
４
７
９

　

平
日　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

　

男
女
共
同
参
画

　
　
　
　

推  

進  

員  

募  

集

　

岩
出
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
を
目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
男
女
共
同
参

画
社
会
と
は
、
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、

男
性
も
女
性
も
あ
ら
ゆ
る
人
が
生
活

し
や
す
い
社
会
の
こ
と
で
す
。
こ
の

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け

た
活
動
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
「
岩
出
市
男
女
共
同
参

画
推
進
員
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
活
動
内
容

　

主
に
次
の
４
項
目
に
つ
い
て
、
活

動
し
ま
す
。
月
に
１
回
の
会
議
（
平

日
の
午
前
中
）
で
、
活
動
に
つ
い
て

決
定
し
ま
す
。

①
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
活
動
の

　

企
画

②
情
報
の
収
集
や
提
供

③
広
報
紙
（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
）
の
作
成

④
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
協
力
や
啓
発
活
動

○
応
募
資
格

①
18
歳
以
上
の
岩
出
市
在
住
の
方

②
男
女
共
同
参
画
に
関
心
が
あ
り
、

　

自
主
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
し

　

て
い
た
だ
け
る
方

○
申
し
込
み
方
法

　

市
役
所
に
備
え
付
け
の
「
岩
出
市

男
女
共
同
参
画
推
進
員
申
込
書
」
か
、

①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④
性
別
⑤
職

業
⑥
電
話
番
号
⑦
応
募
動
機
を
記
入

し
た
ハ
ガ
キ
に
よ
り
、
郵
便
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
ｅ
メ
ー
ル
等
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

申
込
書
は
市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

市
長
公
室
男
女
共
同
参
画
担
当

〒
６
４
９
‐
６
２
９
２

　

岩
出
市
西
野
２
０
９
番
地

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
１
８
）

　

63
‐
５
２
２
９

E-m
ail　

 koushitsu@city.iw
ade.lg.jp

FAX

女
性
人
材
リ
ス
ト

 　

       

登   

録   

者   

募   

集

　

岩
出
市
で
は
、「
経
験
を
活
か
し

た
い
」、「
能
力
を
発
揮
し
た
い
」
と

い
う
女
性
を
「
岩
出
市
女
性
人
材
リ

ス
ト
」
へ
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

女
性
人
材
リ
ス
ト
は
、
市
の
審
議

会
委
員
や
各
種
研
修
会
等
の
講
師
な

ど
の
候
補
者
を
選
定
す
る
と
き
の
人

材
情
報
と
し
て
活
用
す
る
た
め
の
も

の
で
、
そ
の
活
用
は
市
役
所
内
に
限

ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
個
人
情
報
の
管
理
に
つ
い

て
も
徹
底
し
ま
す
。

　

自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、

み
な
さ
ま
が
た
の
積
極
的
な
登
録
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
剣
道
錬
士
、
日
本
絵
手
紙

協
会
公
認
講
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、

管
理
栄
養
士
、
栄
養
士
、
調
理
士
、

ダ
ン
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
色
彩

心
理
学
療
法
士
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
な
ど
な
ど
、
専
門
的
な
知

識
や
資
格
の
あ
る
方
に
登
録
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

登
録
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
公
民

館
講
座
、
成
人
講
座
、
ふ
れ
あ
い
学

級
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
様
々
な
講
座
の
講
師
と
し
て
活

躍
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

○
応
募
資
格

　

男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て
理

解
、
関
心
が
あ
る
20
歳
以
上
の
女
性

で
、
次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
方
。

①
岩
出
市
民
、
ま
た
は
市
内
の
事
務

　

所
に
勤
務
す
る
方

②
仕
事
、
研
究
、
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ

　

な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
専
門
的

　

な
知
識
や
活
動
実
績
の
あ
る
方
お

　

よ
び
有
識
者
ま
た
は
有
資
格
者

③
市
政
に
関
心
が
あ
り
、
地
域
の
発

　

展
に
熱
意
を
持
っ
て
貢
献
で
き
る
方

○
登
録
方
法

・「
岩
出
市
女
性
人
材
リ
ス
ト
登
録

　

票
」
に
よ
る
申
請
方
式

・
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
市
の

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
岩
出
市
女
性

　

人
材
リ
ス
ト
登
録
事
業
実
施
要
領

　

お
よ
び
申
請
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

し
て
く
だ
さ
い
。

・
他
薦
の
場
合
は
本
人
の
承
諾
を
得

　

る
こ
と
と
し
ま
す
。

○
募
集
お
よ
び
登
録
期
間

　

募
集
は
通
年
。
登
録
期
間
は
登
録

し
た
日
か
ら
登
録
者
か
ら
登
録
の
抹

消
の
申
し
出
が
あ
っ
た
日
ま
で
。
た

だ
し
、
市
長
は
登
録
が
不
適
当
と
認

め
る
と
き
は
、
こ
れ
を
抹
消
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

市
長
公
室
男
女
共
同
参
画
担
当

〒
６
４
９
‐
６
２
９
２

　

岩
出
市
西
野
２
０
９
番
地

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
１
８
）

　

63
‐
５
２
２
９

E-m
ail　

 koushitsu@city.iw
ade.lg.jp

FAX

　

ま
ち
づ
く
り
に
あ
な
た
の
能
力
や

知
識
を
活
か
し
ま
せ
ん
か
？
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納
期
限
の
お
知
ら
せ

４
月
１
日
（
月
）

　

期
日
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
お
納
め

く
だ
さ
い
。

　

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
役
所　

℡
62
‐
２
１
４
１

・
国
民
健
康
保
険
税　

第
10
期

　
　
　

保
険
年
金
課

　
　
　

国
保
・
年
金
係

　
　
　
（
内
線
１
９
１
・
１
９
３
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　

第
９
期

　
　
　

保
険
年
金
課

　
　
　

保
険
医
療
係

　
　

    （
内
線
１
６
７
・
１
８
３
）

・
介
護
保
険
料　

第
10
期

　

第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
）

　
　
　

長
寿
介
護
課

           

介
護
保
険
係

　
　

    （
内
線
１
９
８
・
１
８
９
）

耐 震 診 断 を 受 け ま せ ん か？無料で

※設計・改修に対しての補助金制度もあります。

・昭和５６年５月３１日以前に着工された木造住宅限定
  （プレハブ住宅は除く）

・専用住宅、兼用住宅（1/2 以上が住宅）２階建以下、延べ床面積
  ２００㎡以下

問い合わせ先　都市計画課開発指導係　℡ 62-2141（内線 223 ～ 225）

［

米や
地域の食材
を使った

料理

岩出市生活研究グループ協議会

【料理名】　　☆　なばなと鮭の混ぜご飯　☆

【材料】（４人分）

・米　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ３合

・なばなの塩漬　・・・・・・・・・・  １５０ｇ  

・生鮭　・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ２切

　（または鮭フレーク・・・・・　１ビン）

・卵　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ２個

①　米は洗って、普通の水加減をして３０
　分以上おき、炊きあげる。

②　なばなの塩漬は、塩辛い場合はしばら
　く水に浸けて塩抜きしてから細かく刻　
　み、水気を絞っておく。

③　鮭の切り身は、香ばしく焼いて身をほ
　ぐす。

④　卵でいり卵を作る。

⑤　炊きあがったご飯に②、③、④をふっく
　らと混ぜ合わす。

※なばなの塩漬でなくても、茹でた大根葉
などでも菜めしは楽しめます。

【作り方】

   

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

『
消
す
ま
で
は　

　
　
　

出
な
い
行
か
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　

離
れ
な
い
』

○
目
的

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や

す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
火

災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を
図

り
、
も
っ
て
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、

高
齢
者
等
を
中
心
と
す
る
死
者
の
発

生
を
減
少
さ
せ
、
財
産
の
損
失
を
防

ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

―
３
つ
の
習
慣
―

●
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

●
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

　

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

●
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

　

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

　

―
４
つ
の
対
策
―

●
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

　

用
火
災
警
報
器
等
を
設
置
す
る
。

●
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

　

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品

　

を
使
用
す
る
。

   
お
知
ら
せ

　

３
月
１
日
（
金
）
〜
３
月
７
日
（
木
）

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る

　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

●
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

　

に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す

　

る
。

●
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

　

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

　

体
制
を
つ
く
る
。
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暮らしの情報

　　　

第
14
回
全
関
西
室
内

　
　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手
権
大
会

○
大
会
日

　

平
成
24
年
12
月
16
日
（
日
）

○
場
所　

岸
和
田
市
総
合
体
育
館

○
結
果

▽
成
年
男
子

６
位　

土
井
友
幹

▽
成
年
女
子

２
位　

大
嶋
恵

〈
岩
出
市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
所
属
〉

   
大
会
結
果

○
大
会
日　

　

平
成
24
年
12
月
23
日
（
日
）

○
場
所　

市
民
総
合
体
育
館

○
結
果

▽
小
学
生
初
心
者
の
部

優
勝　

木
下
絵
蓮　

根
来
小

二
位　

島
田
達
也　

山
崎
北
小

三
位　

武
田
優
介　

上
岩
出
小

▽
小
学
一
・
二
年
（
男
女
）
の
部

優
勝　

池
田
果
南　

山
崎
小

二
位　

武
田　

響　

山
崎
北
小

▽
小
学
三
・
四
年
（
男
女
）
の
部

優
勝　

生
熊
展
太　

中
央
小

二
位　

山
本
小
萌
音　

山
崎
北
小

三
位　

岩
田
伸
太
郎　

中
央
小

三
位　

岩
永　

麗　

上
岩
出
小

▽
小
学
五
・
六
年
（
男
女
）
の
部

優
勝　

生
熊
飛
呂
人　

中
央
小

二
位　

福
井
駿
斗　

上
岩
出
小

三
位　

仲
井　

愛　

中
央
小

三
位　

福
井
維
吹　

上
岩
出
小

▽
中
学
生
（
男
女
）
の
部

優
勝　

赤
阪
吏
洋　

岩
出
中

二
位　

生
熊
洋
介　

向
陽
中

〈
岩
出
市
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属
〉

第
７
回
岩
出
市
民

　
　
　
　

少
年
剣
道
錬
成
大
会

第
4
回 

和
歌
山
県
中
学
生

　
　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
新
人
大
会

○
大
会
日

　

平
成
24
年
12
月
22
日
（
土
）

○
場
所　

市
民
総
合
体
育
館

○
結
果

▽
男
子
の
部

＊
ダ
ブ
ル
ス

２
位　

角
直
弥
・
関
野
太
賀

＊
シ
ン
グ
ル
ス

２
位　

角
直
弥

▽
女
子
の
部

＊
ダ
ブ
ル
ス

２
位　

長
田
実
咲
・
杉
山
陽
香

３
位　

長
田
弥
侑
・
中
村
日
香

＊
シ
ン
グ
ル
ス

３
位　

長
田
実
咲

３
位　

杉
山
陽
香

〈
岩
出
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属
〉

　３月２６日（火）は臨時開園いたします。
　【３月の休園日】　５日（火）、１２日（火）、１９日（火）

和歌山県植物公園緑花センターからのお知らせ
【問い合わせ先】和歌山県植物公園緑花センター

〔住　　所〕649-6211　和歌山県岩出市東坂本672　〔電　　話〕62-4029　〔Ｆ Ａ Ｘ〕63-2570
〔ＨＰ〕http://www.w-botanicalgarden.jp　　〔E-mail〕center@w-botanicalgarden.jp

【ワクワク教室】  参加申込受付中！！

 楽しい盆栽の作り方教室　  ／材料費不要

【展示会】 開催時間は　9 ： 00 ～ 17 ： 00

３月１７日（日）／シンビジウムの植え替え教室／材料費必要１，０００円

３月　９日（土）～１０日（日）　　／　第４５回春らん展　

３月１０日（日）  ／春らんの栽培体験教室　　　／材料費必要１，０００円

３月２３日（土）～２４日（日）　　／　野生ラン展・春らん遅咲き展

３月２４日（日）／春の寄せ植え教室　　　　　／材料費必要１，５００円

親子体験・山の幸染教室　　 ／材料費必要７５０円～
随時受付　開催時間 10：00 ～ 12：00、13：00 ～ 15：00

（材料がなくなり次第終了）

３月　３日（日）

（最終日は 16 ： 30 まで） 即売もあります！

開催時間は 13 ： 30 ～ 16 ： 00

▲昨年の展示会の様子
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暮らしの情報暮らしの情報

★
ア
イ
ヌ
の
人
々

　

ア
イ
ヌ
の
人
々
は
、
古
く
か
ら

北
海
道
な
ど
に
先
住
し
て
い
た
民

族
で
、
独
自
の
文
化
や
伝
統
を
も

つ
民
族
で
す
。
し
か
し
明
治
維
新

以
降
は
、
独
自
の
風
習
の
禁
止
や

日
本
語
の
使
用
の
強
制
な
ど
の
政

府
に
よ
る
大
規
模
な「
同
化
政
策
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

同
化
政
策
の
た
め
、
独
自
の
民
族

文
化
、
伝
統
的
な
生
活
手
段
は
禁

止
さ
れ
、
苦
し
い
生
活
を
強
い
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
で
も
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
へ

の
理
解
は
十
分
で
は
な
く
、
学
校

や
職
場
、
就
職
、
結
婚
な
ど
で
差

別
や
偏
見
が
依
然
と
し
て
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

★
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
の
人
々

　

日
本
に
は
、
歴
史
的
経
緯
に
よ

り
多
く
の
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
の

人
々
が
住
ん
で
い
ま
す
。
こ
う
し

た
人
々
に
対
す
る
私
た
ち
の
認
識

も
不
十
分
で
、
様
々
な
差
別
が
繰

人 

権 

の
視
点
か
ら

り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
北
朝
鮮
関
係
者
に
よ
る

日
本
人
拉
致
の
実
態
が
明
る
み
に

な
っ
て
か
ら
、
在
日
韓
国
・
朝
鮮

人
へ
の
嫌
が
ら
せ
等
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

★
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る

　

こ
の
よ
う
な
差
別
を
な
く
す
た

め
に
は
、私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、

ア
イ
ヌ
の
人
々
の
独
自
文
化
・
伝

統
を
尊
重
す
る
こ
と
、在
日
韓
国
・

朝
鮮
人
の
人
々
の
歴
史
的
経
緯
を

認
識
し
、
理
解
を
深
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

世
界
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

言
語
、
宗
教
、
生
活
習
慣
な
ど
を

文
化
と
す
る
様
々
な
人
々
が
暮
ら

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
違
い
が

原
因
で
、
対
立
や
紛
争
が
起
き
て

い
ま
す
。
文
化
、
民
族
性
に
よ
っ

て
優
劣
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
々
の

心
の
中
の
偏
見
が
差
別
を
生
み
、

異
な
る
民
族
や
文
化
な
ど
を
抑
圧

し
、排
除
し
よ
う
と
す
る
の
で
す
。

★
今
月
の
お
す
す
め
絵
本

「
共
生
に
向
け
て
」

☆
ア
イ
ヌ　

ネ
ノ
ア
ン　

ア
イ
ヌ

　

萱
野
茂  

文
・
飯
島
俊
一  

絵

　

出
版
：
福
音
館
書
店

【
内
容
】

　

ず
っ
と
昔
か
ら
北
海
道
で
暮
ら
し

て
い
た
ア
イ
ヌ
。
自
分
た
ち
の
言
葉

で
話
し
、
自
分
た
ち
の
神
さ
ま
を
信

じ
て
き
た
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
の
歴
史

や
生
活
を
、
２
編
の
楽
し
い
昔
話
と

と
も
に
お
と
ど
け
し
ま
す
。

☆
ソ
リ
ち
ゃ
ん
の
チ
ュ
ソ
ク

　

イ 

オ
ク
ベ  

絵
・
文

　

み
せ　

け
い  

訳　

　

出
版
：
セ
ー
ラ
ー
出
版

【
内
容
】

　

韓
国
の
チ
ュ
ソ
ク(

秋
夕)

は
、

旧
暦
の
８
月
15
日
、
９
月
中
旬
の
収

穫
の
は
じ
ま
る
時
期
に
あ
た
り
ま

す
。
日
本
の
お
盆
と
同
じ
よ
う
に
、

韓
国
の
人
た
ち
も
故
郷
に
帰
り
、
先

祖
の
お
墓
参
り
を
す
る
そ
う
で
す
。

さ
あ
、
ソ
リ
ち
ゃ
ん
と
チ
ュ
ソ
ク
に

で
か
け
ま
し
ょ
う
。

テ
ー
マ

/12

回
互
い
の
違
い
を
認
め
合
い
、
異
文

化
を
尊
重
す
る
こ
と
は
、
人
権
の

基
本
で
す
。

　

21
世
紀
は
、「
人
権
の
世
紀
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
21

世
紀
は
、
科
学
技
術
、
通
信
・
情

報
技
術
、交
通
手
段
等
が
発
達
し
、

私
た
ち
の
活
動
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
み
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
国

家
、
民
族
、
宗
教
、
言
語
な
ど
の

様
々
な
違
い
が
当
然
の
も
の
と
し

て
認
め
ら
れ
、
す
べ
て
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
「
共
生
の
社
会
」
の

実
現
が
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

12

＊
い
ず
れ
も
岩
出
図
書
館
に
所
蔵
し

　

て
い
ま
す
。
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図書館へ

岩出図書館

行こう
本や行事についてのお問い合わせは電話でどうぞ！

（根来1472-1）
TEL.62-7222　FAX.62-7150

３月のカレンダー
開館時間　　岩出図書館　午前10時～午後７時
　　　　　　岩出図書館を除く分館・分室　午前10時～午後6時30分

岩出図書館・駅前ライブラリー・総合保健福祉センター図書室 中央公民館図書室・上岩出地区公民館図書室

☆本はおひとり５冊まで２週間借りることができます。
☆視聴覚資料はおひとり３点まで１週間借りることができます。

印は休館日です。

休館中の本の返却は、図書館正門右の返却ポスト、または駅前ライブラリーの返却ポストをご利用ください。
ただし、DVD・ビデオ・CDなどの視聴覚資料、紙芝居など、破損の恐れのある資料は開館時に直接カウンターに
お返しください。

印は岩出図書館休館日のため、閲覧のみで、貸出・延長はで
きません。

日 土金木水火月 日 土金木水火月
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

○アニメ上映会
　午前 10 時 30 分から　定員 100 名　　　　　　

○読書会　午後 2 時から　定員　15 名（申込必要）

３月１6 日（土）

図書館まつり

おすすめの本を持ち寄り、 参加者に紹介する形式で行います。

あなたの一冊をご持参ください。 読んでみたい本に出会えま

すよ。

「いのしし　うりっ子のぼうけん」 （22 分）

「楽しいムーミン一家　ムーミン谷の春」 （25 分）

「こびと観察入門　
　ハナガシラ　キノコビト　バイブスマダラ編」 （32 分）

○雑誌リサイクルフェア　　
　午前の部　午前 10 時～正午
　午後の部　午後 2 時～午後４時

  対　象　 

３月１7 日（日）

岩出図書館の利用カードの
登録をしている方

　3 月の第 3 土曜日（今年は 3 月 16 日）は「岩出市子
ども読書の日」です。一人で読むのもいいけれど、た
とえば家族と読んでみたり、お友達と読んでみたり…。
　岩出図書館や、学校の図書室、学級文庫、おうちに
ある本など、いろんなところにある本がみんなに
読んでもらうのを待っています。
　まずは１ページ、ひらいてみませんか。
　新しい出会いや発見が待っていますよ。

岩出市子ども読書の日

3 月 9 日（土）　午後 2 時から

   3 日・10 日「おはなしドロップス」

17 日・24 日「おはなしのとびら」

岩出図書館おはなし室 午後 1 時 30 分から

毎週日曜日に、
　　おはなし会開催！！

おはなし会

3 月の

場所

　総合保健福祉センター図書室は、３月３日（日）、
ふれあいまつりのため、臨時休室となります。
ご迷惑をおかけしますが、ご了承ください。

＊岩出図書館・駅前ライブラリー・中央公民館図書室・
　上岩出地区公民館図書室は通常どおり開館しますの
　で、ご利用ください。（分館・分室で借りた図書の返
　却もできます。）

臨時休室のお知らせ

おはなしのじかん （おはなし会）

日時

場所 岩出市総合保健福祉センター
図書室　おはなし室

31 日「英語でおはなし会」

　岩出図書館カウンターに直接、または電話でお申し込み
ください。その際、おすすめの本のタイトルをお知らせく
ださい。なお、おすすめの本は岩出図書館・分館・分室で
所蔵しているものでお願いします。営業活動、政治活動ま
たは宗教活動を目的とした参加はご遠慮ください。

　場所　岩出図書館 参加無料

　他にも、図書貸出用の福袋コーナーや布
絵本・壁面飾りの展示、おりがみ教室など
もありますので、ぜひ図書館まつりにお越
しください！
　詳細は、岩出図書館ウェブサイトまたは
図書館に設置しているチラシをご覧くださ
い。
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市の人口と世帯（平成 25 年 1 月末現在）
総人口 : 53,306 人（男 : 25,782 人　女 : 27,524 人）
世帯数 : 21,194 世帯　　


